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‡ま し が 蕃

東大阪薄 tま、大阪癖の燕綿、奈農崇雄麟接し、生駒麹の攘に抱かれ、自然章こ恵ま
れた 5o万報

`南

です。
生駒藤1地のふもとほとま、先人の残した黄重な文rと遺産、遺勘ミが数多く機っていま
す。本盛ではこれら遺跡・盤蔵文r4財 を保護、顕影する立場から畷熱 47年に文でと財
課を設置、郷土麟物鑢を鶉鑢するなど、広く車民の方々tと文fと財の活濡と普及燿努
めてまいりました。昨年 11月 に1ま、常立盤蔵文fと財センターがオープンし、多くの
rlt~民とこrlj鶏 されています。

本壽で1ま、平成 14年度溺藤練勘事業による発撼調査の成果を報持します。馬場チti
遺跡で1ま、縄文轄代喚期の上壌墓が 2基検娘され、人骨が良好とこ残存されていまし
た。このことな縄文人の織神注浦をうかがうだけでなく入類挙の費重な資料であり、
大きな成果を上げることができました。瓜後鐘遺跡では、首壌～奈良斡代の集落鰺
を検基し、従来不明であつた遼跡閣鶏絲での動態を機むことができまとた。このよ

うをとlrr4ら れた調益範閣ではありますが、騒往の調査成果に新たな無見を触えること
ができ、地域党の解明とこ大きく寄与できたものといえます。これらは次散代に引き
継ぐべき費麓な考首資料であり、本議が理蔵文て逸財保護|の報告警としてだけで森く、
文f協財の警及警発船子として尊民の方々に広く読まれることを期待します。
最後籠なりましたが、譲査の実施や報待馨の欄行にあたり、鶴入・関係諸機関か
ら多大なご協力を賜りましたことに深く感謝し、今後とも文f監難保護とこご理解とご

支援をいただ
・
きますようお顧い攀じとげます。

平成 15年 3月

東大阪革毅育委員会
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例 言

本書は、園庫補助 50%・ 市負組心0°/o(総額 10,000,000闘 )で実施した、個人住宅
建設I事及び観人・小規模事業主による賃貸共周住宅建設工事に伴う発掘調査の
概要報告書である。

調査は、調査原閣に係る佃入 ,小規模事業主の依頼を受けて、東大阪市教育委員

会文イヒ則^課が実施した。

現地の上色および上器の色調は、農林本産省農林水産技術事務局監修・財漑法人

日本色彩研究所色票監4多『rFr版 標準土色強』(2000年版)に準拠し、記号表示も
周書に従った。

「土坑」「!土壌墓」等の用諦についでは、後原真・Ill中撚 F目 本考首学事典』(2002

年)の表醤とに従った。

本等には、平成 14年度に実施した民間開発にかかる確認調査・立会調査の成果
を併載した(第 6章 ,第 7章)
‐部の調査では、遺構名称に略号を使用した。略岩tま以下のとおりである。

SP ピット・柱穴 SD 灘・灘状遼構

SK 土坑 や土壌墓 SX
その他の落ち込み状

遺構

馬場川遺泌で離i上 した入持について1ま、大阪市立大学大学院医学研究科器官構築

形態学講座 安都みき子氏よりご鑑定いただき、玉稿を賜った。記して厚くお率と
Hla t_titデ ます。

現地調査の実施及び報告書作成にあたり、下言との方々や関係講機関からご協力い

ただいた。記して謝意を申し上げる次第である。

溝水 登輸 ,佐野 俊雄・佐野 紀代 '森 Fll 正寛 `造本真喜子・lIPI II 恵三
薦橋 裕工 1浜 I二1建設工業株式会社・株式会社カクダイ ,生和建設株式会社
桧Itl 典―・大野 薫・松尾洋次郎・村上 昇

１

４

６

１３

４０

７０

拠



第 1章 平成14年度埋蔵文化財発掘調査 。確認調査の概要

平成14年度の文化財保護法第57条の2・ 31こ基づく埋蔵文化財包蔵地での届出(通知)件数は、平

成15年2月 28日現在で届出は653件、通知は91件で合計744件である。届出(通知)にかかる工事内容

の内訳は下表のとおりとなる。

個人住宅  122件  分譲住宅 201件  共同住宅  14件  工場   0件   店舗  ll件
その他建物 28件  道路   12件  学校    7件   宅地造成 9件  公園造成 0件
ガス   121件  電気   0件   水道    43件  下水道 176件  電話   0件
744件の届出(通知)の指導事項は、発掘調査65件、工事立会246件、慎重工事娼3件であった。

東大阪市教育委員会では、上記の工事内容のうち、個人住宅建設ないし個人・小規模事業主による

賃貸用共同住宅建設に伴う確認調査と発掘調査について、次ページー覧表のとおり平成14年度国庫

補助事業として実施した。その内訳は、個人住宅に伴う確認調査が 9件、同発掘調査が 5件、個人・

小規模事業主による賃貸用共同住宅に伴う確認調査が 4件、同発掘調査が 2件であった。なお、

平成14年度は埋蔵文化財包蔵地外での試掘調査は実施していない。

近年の傾向としては、個人住宅建設の際、地盤改良の一環として簡易銅管杭や柱状改良杭など、

基礎工事に杭打設を伴う工事が激増している。平成14年度にあっても発掘調査に至った個人住宅は

すべて基礎杭打設工事の事前調査となったものである。いっぽう、景気の低迷と連動するためか、

共同住宅建設工事は低調で、それに伴う発掘調査も減少している。地域的には、東大阪市西端の宮

ノ下遺跡から東端の山畑古墳群まで、市域全体で確認調査 。発掘調査を実施したが、とくに馬場川

遺跡など八尾市に近接する東部の南端地域での調査が日立つ。これと平成14年6月 から8月 まで民間

開発に伴って実施した善根寺遺跡の例と考えあわせると、開発工事が近鉄奈良線や大阪線付近から

市域の端部に移る、いわば「ドーナツ化」現象というべき事態が近時の傾向としてうかがわれる。

次に、平成14年度に調査成果を得つつ発掘調査に至らなかった確認調査例を報告しておきたい。

まず、平成14年度前半期の確認調査では、調査掘削深度で遺物包含層などが検出されたケースは数

少ない。その中で、配2の鬼塚遺跡では古墳時代中期後半の遺物包含層が検出され注目される。断面

柱状図をみると、地表面から0.5mま では近現代の盛土・耕作土である。以下、明灰色礫混じり土 。

明灰色シルト・黄褐色シルト質粘土と続き、地表面下l.5mで暗青灰色砂混じり粘上にいたる。暗青

灰色砂混じり粘土層には、土師器・須恵器・製塩土器を含んでおり、その下面にあたる青灰色砂礫

層の上面には溝状の遺構がみられた。当初、基礎杭打設工事を予定されており、発掘調査実施の協

議に入ったが、届出書再提出の上、遺物包含層に抵触しない範囲での基礎工事に設計変更された。

このため発掘調査は実施していない。

配10の馬場川遺跡では、弥生時代後期と縄文時代晩期の遺物包含層を検出した。地表面下0,5mま

では盛上で、以下、暗青灰色砂質土・黄灰色砂・暗灰色細泣砂と続く。その下部、地表面下1.3mで、

暗灰色砂混じり粘土に至っている。暗灰色砂混じり粘土層には、弥生時代後期の上器を含んでいた。

その下部には暗青灰色砂混じり粘土があり、縄文時代晩期の上器が出上した。弥生時代後期の遺物

包含層の上部には砂層が厚く堆積することや2層の遺物包含層の層準は本書第5章の馬場川遺跡第13

次発掘調査と酷似しており、2つの調査地一帯に同様の層位が広がることが知られる。届出工事は低

層の共同住宅であり、基礎工事は弥生時代後期の遺物包含層には抵触しないものの、共同浄化槽の埋

設が付帯工事として設計されていた。そこで浄化槽部を対象として調査実施の協議に入ったが、公共

下水道が開発地の近くまで来ており、浄化槽埋設工事を中止されため、発掘調査には至らなかった。
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平成14年度国庫補助緊急発掘調査事業実施状況

調査事業名及び用途 実施場所 担当 調査期間
調査
面積

備考

縄手遼跡第17次発撫譲益

(賃餐共lul住宅)
南四粂町754‐ 1 管原 モrЯ寛13とF12月 も昂 1_4だ 本書第2章

曲蝿古墳群第21次発報調査

(個 人専用住宅)
閣辛終ユr479・ 3,・ 4- 管環

平成11年 2月孝剛

2月 18置
と2,9■ 本書第3華

III鵜古壌群第22次発掘lbllB査

(組入専用住宅)
歎機こIれ経rOS2‐う 管原

平成14年 2月 14日

3月心日 '88E =善
第3華

1

小造江遼跡確認調査
(欄入専用焦宅)

小若江3丁題123‐ 12,■ 4 管原 lr成 1441fD月 18穏 ，浦
GL‐ 1_2mま で確認(さ 埋蔵文化財を検
出せず。

譲
鬼塚遺跡確認調査

(llu入尊用住宅)
新藤r386‐ 1,‐ 5ヽ▽‐7 4覇永 平成 1二年7月 18働 6nl

GI」
‐28mま で確認ゅGを 1.3～ 1_65111
で占墳時代中期後半の溝と遺物包含
唇を検出.

う
０
小若江進跡確認調査
(1観入専用住宅〉

小措江2丁露之1″‐37,'18 編水 平成 14年8月 1日 ・下
αデ23mま で確認。理蔵文化財を検
出せず⇔

4
芝4丘i豊鰯t確認調査
(鱈入専鶏住宅)

露と石切町 i790‐ lS 稲永 平成 14年8月 2瀾
GL‐22れまで確認◇理蔵文イヒ財を検
出せず↓

庁０
函堤遺跡rilT認調査
(1掛 入革翔住宅)

帥野lh~ブ 81」夕丁鳳58‐ 12の 一部 水ヽ 平成〕ミ年患月19a
6L^15節 まで確認.連蔵文千ヒ財を検
出せずゥ

6
小若江遼跡確認翻養
(観入専用住宅)

/1ヽ碧 IIB】
‐
濃870ワS 福永 平ヵえ14年9月 4穏 ，ぼ

GL 2 2R4ま で確認。埋蔵文イと財を検

出せず。

7
着江遼跡確認調査
(観大導Itl住絶)

警注r本町1丁 目9麒心 福 永 子`戒 1■年9月 6爾 正ヽ
GL‐ 2.341■ まで確認っ理蔵文イヒ財を検
出せず.

8
瓜生建逮跡llt認調査

(賃貸共同住宅)
下Flヽ限う■

‐
l131'1 輩 原 平成 11年91124目 12正

GL‐ 41韓 まで確認。(Ⅲ L‐ 19ヽ 2.241で

苫墳時代後期の遺整包含幡と溝状落

ち込みを検出。発掘調査実施(No9)c

9
瓜■笠遺跡第患1次発輔調査

(賃貸共同住宅)

~ド

月ヽ阪5丁
~日
3芸・載 管原

平成&1年 10丹 13ロ ト

10月 81ロ
60■ r 本毒第4章

10
馬場用遼謝FIT認調査

(賛貸共圃住宅)
機/jヽ路職「8∫

^L4461‐
1 福永

'「
成 14年 10月 3働 なm

GIデ 20郎 まで確認。●Iン‐13-18報で
殊生時代後朗と縄支時代晩期のj豊物
包台層を検出3

馬場,|1遺跡第博次発穏調査

(欄 A尊翔住宅)
機,1ヽ路町3丁目1150'3 管原

平IIk ll年 11月 GHヽ
11月 27H

・歴 本書第5章

中蠣内遺跡確謡調査

(aAl入専用住宅〉
誓.機寺町41‐ 麟253‐ 3 菅原 平成 14年 【1チヨ23隠

，す
CFrッ
‐1.2mま で確認←難歳文化財を検
出せず◇

芸B
I歯畑慧V7/1(第 23次甍掘調査

(個人専驚柱竃〉
上四条障r1716‐3F/1-部

菅原 '
縞永

�F成 14年 12月 心置'

12月 16日

ツ
Ａ

(12/5)GL・ 1_lmまで確認。Gと 0_23al
で後期苫墳を検議。石室内から鉄製
品tまか土獅器・顔恵雅多数出i。

(12/16)CL 20mま で確認。GL‐09ホ

1、 21YIIで株上時代中期の越物翅含籍を

検出¢辞細は次年度報告Ⅲ定。

若江遺跡韓謡調査

(個人専用住宅)
若江1と町3]‐ 働860・ 3 福永 平成 14年 12月 9H 喜xlf

GL‐ 0,3mま で確認。GL‐ 0,ユ bnで中
ととヽ 遺世期の雄物包含騒を検出゛発

鵜翻41i実施(NGユ 7)ゅ

15
芝ヶ庶遼跡第 13次発機調査

(個人尊用住宅)
rlJ角野切町工弓

~t12共
76‐2.2178・ 4 智輝

平成五4年段2月 25置

平成 15年 2月 2S田
編
触
籍

(12/25)CL‐ 135れまで確認。GL‐075
1ヽ 25kaBで古境時代41期 後ヽ期の遼

物包含撻を検腺今
(2/23)GIrO Sヽ 1.l xalで首壌―奈長時

代の遺物包合瑶を検出。次年度報告
予定.

警江遼跡第78次発掘調査

(欄入尊翔館七)
洛江北町3J^録 7044 管療

平成 11年 12月 13,H～

12月 2411
4-8■

'

Glデ 08ぬで鎌命～室旧1・時代のビット

上坑を検出,詳細は次年度報告予定.

17 群江控跡第79次発掘調査

(畑入専用住宅)

1籍海ilヒ社r31~F1860導 菅輝
耳え成 14年 12局 13静

12月 24H
GL‐ 08H4で鎌合～室町時代のビ

.ッ
ト・

上筑を検出ど詳細は次年度報告予定!

小措江遠絲確認翻餐
(賃貸英周住宅)

おヽ若

'1:4^「

rl患 40・こう 菅原 平成 15群 i二 月10H
GL‐ 1_0難 まで確認6 GL‐ 0,8顔で中世

期の雄物毬含用に相当する踊を検
鳥◆立会調」Ini実施◇
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翻査事業名及びltl逢 実施場所 撻当 調査期間
調査
函機

鶴考

密ノド鸞P/1・確認P4J査
(賃貸共臓篠鬱

長1監 rrF4 ro‐ 6,70‐ 機 輩療 平成る年 1月 螂 臓 婁斌

GIゥ
‐3.Onま で確認`Gと

0.τ嶽で鎌奮
時代の遺物多数腕土ご/xt報調養実施
(魏20。

20
密ノ下麓跡第穏2次発穂調査
(欝貸共ll i維宅)

長1驚え丁鶴70‐ξ,70‐五 書療
平成13年密月C職

鬱月22 Ef
曾熟

観口‐0.8ヘフ0.C艤で穀命FII代増チ瑛眈〉士器

l10やな検出.1と霧駕りから頚ンテ・オ9C総
の大量の遼物が出と。曲色礫韓 覆礫 ,

緑色礫等がみらゑ、地鎮任関する祭胞
か。下婚で強平安時代末～鎌倉崎代脅|
頭σ)逆機種を248ittI14・ .講 `どント・士筑
を確認→辞練は次年度報告予定こ

盛土

耕土.

仄 十

明灰色礫混じり上

明灰色シルト

黄褐色シルト質粘土

笏 徹 矛%
′/メ イアイ/′ //イ /′ メ′/メ P//デ

露露騒籐
騨√

 青灰色砂礫

青灰色～黒色シルト質粘土

以下未調査

GL

lm

2m

暗青灰色砂質土

責灰色砂

(土師器細片微量含む)

暗灰色砂.混じり粘土

(弥生時代後期上器)

青灰色砂混じり粘土

第 1図 No 2(鬼塚遺跡)断面柱状図
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第 2章 縄手遺跡第17次発掘調査

1)は じめに

縄手遺跡は、東大阪市南四条町

を中心に末広町・六万寺町3丁目に

かけて広がる、縄文時代中期から

江戸時代にわたる集落跡である。

本遺跡はとくに縄文時代後期前半

の大集落として著名であり、住居

址・炉址・石組遺構・土坑墓・埋

奏などが検出され、該期の縄文土

器のほか、石鏃・石匙 。石斧・磨

石・石皿・石錘などの石器が多く

出土している。これらの遺物から

縄文時代後期に河内潟を前面にし

て活発な生業活動を展開していた

ことが窺われる。いっぽう、遺跡

の範囲内には径30mを測る円墳の

えの木塚古墳があり、主伝部は未

確認であるが該期の土師器・須恵

器のほかヒレ付円筒埴輪や子持勾

玉が見つかっている。遺跡は生駒山地西麓で発達する扇状地上、標高15～22mに立地している。

平成13年 10月 、東大阪市南四条町754-1番地において、個人から2階建の賃貸共同住宅建設に伴う

「埋蔵文化財発掘の届出」が提出された。建設工事は建物予定地の大部分では現地表下-0.3mの掘削

にとどまるが、建物の西端部のみ幅0.8m× 長さ5.5mに わたって‐0.9mの掘削を行うこととなってい

た。このため、前記の深掘り部を調査対象として、事前の発掘調査を実施することになった。調査

は平成13年 12月 5日 に実施した。

2)調査の概要

調査は、盛土層～床土層を機械で除去し、

遺物包含層は機械を併用しながら人力で

掘削し、遺物の収集に努めた。遣物包含

層の下面で遺構を検出した。遺構の写真

撮影 。実測後、引き続き地表面下0.9mま

で掘削した。確認した層位は以下のとお

りである。

第0層 盛土層。 第1層 旧耕土層。
第2層 床土層。
第3層 2.5Y4/1黄灰色細礫混じリシル

ト質細粒砂。中世期の土師器、古墳時代

の須恵器 。土師器、弥生土器の各小細片

を包含する。

^―____4-~敷 地境界線
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第 1図 調査地位置図
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第 2図 調査トレンチ位置図



第 4層 7.5YR5/6明褐色シル

ト質細粒砂。上面は遺構面をなす。

第 5層 7.5Y4/3暗オリーブ色

シルト混じり中粒砂。

検出した遺構は溝状の遺構で、

幅40cm、 深さ8cmを測る。現地

の所見では、北から南へ流下する

GL

∝
ｍ

以下未調査

第 3図 調査地断面図

―第 4図 遺構平面略図

と思われる。第3層 と第4層は色相や土質から古相の耕作土と考えられ、介在する溝は耕作に伴う鋤

溝の類かと推定されよう。また第5層内より13世紀代の瓦器塊小片が出上したため、溝はおおむね

室町時代ごろの所産に比定される。なお、

出土遺物は細片化した土器で、図示には

いたらなかった。

3)ま とめ

調査地は、縄文時代の集落跡が検出さ

れた縄手小学校や該期の頭部上偶が出土

した縄手農協lJA、 JAグリーン大阪縄手支

店)敷地と近接しており、縄文時代の遺物

包含層ないしその二次堆積層の検出が期

待されたが、中世期の溝のみの発見にと

どまった。むしろ、古相の耕作上の存在

や最下部が砂層であったことを考慮する

と、今回の調査地は縄手小学校敷地より

地形的に低いことが想定され、かつ調査

地を横断する自然流路の存在が暗示され

る。このように仮定すると、調査地は遺

跡の北端部にあたることから縄文時代の

集落域の北への広がりを推定することが

可能となろう。さらにその例証には、調

査地付近とくに北側での調査例の進展が

望まれるところである。

-5-

第 5図 溝掘削後の状態



第 3章 山畑古墳群第21・ 22次発掘調査

1)は じめに

山畑古墳群は、東大阪市瓢箪山町 。四条町・客坊町・上四条町に広がる6世紀前半から7世紀初頭

にかけての市内最大の群集墳である。山畑古墳群に包摂される遺跡範囲のうち郷土博物館の西方部は

弥生時代後期の山畑遺跡として周知されている。現在まで古墳は68基確認されているが、近代以降

開墾などにより多くが消滅した。形態は横穴式石室をもつ直径10～ 15m前後の円墳がほとんどであ

るが、双円墳や方墳、上円下方墳などもみられる。石室内からは馬具が多く副葬されていることから

馬飼部を統率した河内首一族が築いた古墳群と想定されている。

平成13年2～ 3月 、瓢箪山古墳と消滅した鬼塚古墳との間で共同住宅建設に伴う調査が実施された

(山畑古墳群第20次発掘調旬。調査の結果、弥生時代後期・古墳時代後期前半
・江戸時代後半の各時

期の遺構と弥生時代から江戸時代にわたる遺物が検出された。とくに古墳時代後期の遺構
・遣物は

濃密で、第20次調査地から西方の市尻遺跡に及ぶ地域は、5世紀代から6世紀初頭までの集落が広が

ると推定されている。山畑古墳群では現況の目標物で近鉄瓢箪山駅南側一帯の扇状地での調査例が

稀薄であったため貴重な調査成果であり、集落の営造時期から東方の古墳群との関係が課題となった。

平成13年 12月 、東大阪市瓢箪山町932-5番地、および四条町479‐3二4番地において、別体の個人か

ら個人住宅建設に伴う「埋蔵文化財発掘の届出」が提出された。偶々建設工事の施工業者が同じで

工事の工法も同一であつた。距離にして約150mの地点となる。ここでは調査の概要を個別に報告

し、「まとめ」は 2つの調査成果から導かれる諸課題について考えていくこととしたい。

2)第 21次調査の概要

確認調査は平成14年 2月 4日 に実施した。調査の対象地

は建物の南東になった。これは建築工法として簡易銅管杭を

部屋の壁立ちに打設するため、支障のない箇所を選定したこ

とによる。確認調査の層位は以下のとおりである。

第0層 表土層。 第1層 旧耕土層。 第2層 床土層。

第3層  10YR3/2黒褐色粘質シルト。

第4層  10YR4/2灰黄褐色シルト質粘土。

第5層 2.5Y4/1黄灰色シルト質粘土。下部は中礫混じり。

第6層 2.5Y5/3責褐色細礫混じリシルト。地山層である。

調査 トレンチの南東隅では、第6層 (地山層)が地表面下

0.5mで検出され、北西へ傾斜する落ち込みが確認された。

第3～5層はこの落ち込みに伴う埋土と考えられ、古墳時代

の上器を多く包含する。

確認調査の結果、建物敷地の北西隅に予定される浄化槽と

建物の外周部の掘削箇所について、立会調査を行うことに

なった。立会調査は平成14年 2月 18日 に実施した。まず浄化

槽部の層位は次のとおりである。

第 0層 表土層。 第1層 旧耕土層。
第 2層 5Y4/3暗オリーブ色細礫混じリシルト質細粒砂。

第 3層 2.5Y5/4黄褐色細礫混じリシルト。

-6-

Ｉ
Ａ
ト
ー
キ
ー

‐

ヽ

ヽ

、

、

‐

ヽ

ヽ

、

、

‐

‐

‐

，

，

‐

、、

一キ‐
、
半
、
、
観
勧

十二提史圭輩_量

建物予定地

遺物包含層露出箇所

第 1図 第21次調査の概況図



第 4層 5Y4/1灰 G

色粘質シル トで第3

層のブロック上を多
V4

く含む。

第 5層 7.5Y4/21彎

灰オリーブ色粘質シル

トで第3層のブロック

上を多く含む。

黄褐色細礫
混シルト

第 4図 第22次調査断面図

05m

ユ

l⑬
のブロック多い)_」
1        以下未調査
第 3図 第21次調査
(浄化槽部)断面図

確認

調査箇所

第 5図 第22次調査概況図

第 2図 第21次調査 (確認調査)断面図

第1層以下は南から北へ緩く傾斜していることが観察できた。浄化槽部で

は遺物は出土していない。第3層は周辺での地山層と相似しているが粘性がなく客土と思われる。

第4・ 5層 も第3層のブロック土が混入していることから、近代以降の埋立てに伴う土層と考えられる。

建物外周部は地表面から0.3mの掘削で、確認調査箇所の南側で遺物包含層が露出したほかは旧耕

土層ないし床土層を検出したにとどまった。

確認調査と立会調査の結果を勘案すると、旧地形が南東から北西へ大きく傾斜していることが推定

される。確認調査で落ち込みと捉えた遺構もこの旧地形に伴うものと考えられる。敷地南側には水

路を挟み家屋が林立するが、調査地表面との比高差は1.5m以上を測り、そのまま南の集落に続く。

敷地中央から北側では古相の堆積土がなく、その辺りから旧地表面が地中深く潜行するとみられる。

3)第22次調査の概要

確認調査は平成14年 2月 14日 に実施した。

第21次調査と同様の事由で建物敷地の南

側を調査 トレンチとした。確認調査の層

位は以下のとおり。

第 0層 表土層。
第 1層 7うも鼠も/1褐灰色粘土質シルト。

第 2層 2.5Y71黄灰色シルト質粘土。

第 3層 2.5Y71黄灰色細粒砂混り粘土。

第 4層 5Y4/1灰色中粒砂。

第 5層 5G5/1緑灰色極細粒砂～シルト

第1～ 2層は古墳～平安時代の遺物を多量に包含する。第3～4層は

古墳時代遺物を中量含んでいた。調査 トレンケ内では表土下で近代

以降の耕作土や埋土は見られず、古相の遺物包含層が露出していた。

断面の観察結果から、第媚 上面と第3層上面に遺構の凹地形力誘忍められ

た。とくに第3層上面は南から北へ大きく傾斜していた。これは敷地

北端を西へ流下する棚林川に伴うものと考えられる。また第3～4層

の遺物包含の状態から、調査 トレンチでは少なくとも①第2層上面、

②第3層上面、③第5層上面の3期の遺構面を確認することができた。

調査 トレンチ全体でビニール袋大3袋分の遺物を採集した。調査 トレ

ンチの規模(2m× 2m)か らみて多量の遺物といえよう。

確認調査の結果、前記の第21次調査と同様、建物タト周部の掘削工事時に立会調査を実施すること

になった。なお浄化槽設置工事はなく下水は生放流である。立会調査は平成14年 3月 5日 に行なった。

囲
‰的
遺
検

Y71灰色粘質シルト

5Y4/2仄オリー
Olllテ色粘質シルト

道 路
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巾
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に
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建物外周部の掘削工事は現地表下0。3mの深度で、タト周部の南西部で遺物包含層(確認調査の第1層 )を

確認した。層内から摩滅した古墳時代の上師器
。須恵器を少量検出した。

41 出土遺物(第6図 )

図示したのは、すべて第22次調査(確認調査)第 1～ 2層からの出土遺物である。

土師器郭 (1～ 9)口縁部が体部から逆ハの字形に張り出し、頸部にやや厚みをもち、口縁部先

端を尖らす。タト面は口縁部ヨコナデ、体部下半にユビオサエを施す。内面はヨコナデで仕上げる。

口縁部の強いヨコナデにより頸部に屈曲点をもつものがある (4・ 5・ 6・ 7・ 8・ 9)。 口径は

10.8cm～ 15cmである。色調は 1～ 8がにぶい褐色系 (7.5YR 7/4)、  9は赤橙 (10R6/8)を呈す

る。14世紀～15世紀に位置づけられる。いわゆる「粗製郭」で、9～ 10世紀代に位置付けられる。

黒色土器 (10・ 11)境 でいわゆる内黒である。10は高台部分で、先端部がやや尖る。摩減のため調

整は不明である。11は外上方に広がる器形を呈し、口縁端部を尖らせる。内外面共、ナデにより仕

上げている。

須恵器 12は坑で直線的に外上方に広がる器形をもち、口縁端部を尖らす。谷部上半は回転ナデ、

体部下半は回転ヘラケズリを施しその角度で屈曲点をもつ。内面は回転ナデを施す。 9世紀に位置

づけられる。

瓦 (13～ 15) 丸瓦 2点 (13・ 14)と平瓦 1点 (15)が出上している。13は凹面に布目の圧痕をも

ち、凸面の調整については不明である。14は凸面をタタキのちナデで調整し、凹面に布目 (5本/cm)

の圧痕がつく。端面はナデ仕上げである。15は凸面縄タタキで凹面は布目圧痕 (7本/cm)が残る。

13・ 14については生駒西麓産の胎土だが、15については生駒西麓産の胎上ではない。

5)ま とめ

第21・ 22次調査とも極めて限られた調査区であったが、従来未詳であった山畑古墳群の西端部(扇

状地部)において新たな知見をもたらした。ここでは箇条書きに調査成果をまとめておきたい。

① 第22次調査では、3面の遺構面を確認した。このうち第2層上面 。第3層上面の遺構面は平安時

代前半を中心とした時期に措定できる。第 6図に図示した遺物のうち、1～9の粗製郭は調査地の北

300mに ある皿池遺跡に出土例がある。河内寺を挟んで北と南に該期の集落が所在することが推定

鴇

20cm
l                 l

9

10

第 6図 第22次調査出土遺物実沢」図

-8-



できる。第22次調査地の地形から平安期の集落は南西方向に広がることが予想される。しかし、第

20次調査地では該期の遺物は出上しておらず、小規模な集落構成をとるものと思われる。

② 古墳時代の遺物は図示できなかったが、第22次調査で6世紀前半の須恵器イ身の細片が見ら
れた。第21次調査地と第22次調査地の中間には成山古墳(山畑51号墳)があり、墳丘から円筒埴輪が

採集されている。第21・ 22次調査地の地形からみた古墳時代の集落の広がりは不明だが、中間位置

に古墳が介在することで、今後の調査進展によっては、その時期や立地の問題が明らかになること

が期待される。なお、第22次調査地は山畑古墳群の北端部に位置し、今回の調査成果から遺跡範囲の

拡大が必要と思われる。

【参考文献】 。東大阪市教育委員会 F東大阪市の古墳 〔改訂版〕』、2001年。
。東大阪市教育委員会『瓜生堂上層遺跡・皿池遺跡発掘調査報告』、1979年。

芋ヾ挙ぜ桂堆空望ノ屋攣隆烈崖

鋼

αf― 1l ①
瓢練FI h墳 (μ l畑 岳ッ号壌)

第 7図 第21・ 22次調査地の位置と周辺の古墳・調査地

市尻進跡第 ,次調査地点
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第 4章 瓜生堂遺跡第51次発掘調査

1)は じめに

瓜生堂遺跡は、東大阪市若江西新町1～ 2丁 目、瓜生堂2～3丁 目、若江北町1～2丁目、下小阪4～5

丁目、中小阪4～5丁 目に広がる弥生時代前期から江戸時代にかけての集落遺跡である。遺跡内外で

の諸工事に伴い、遺跡の範囲は拡大の一途を辿り、現在東西約1000m、 南北約750mに及ぶものと推

定されている。遺跡は旧大和川に属する諸河川が形成する自然堤防、あるいは三角州上に立地し、

現在の地表面で標高2～4mに位置している。

平成14年 9月 、東大阪市下小阪5丁 目31-1番地において、小世帯向共同住宅建設に伴う「埋蔵文化

財発掘の届出」が個人より提出された。基礎工事は杭打ち工事を計画されていたため、工事実施に

より埋蔵文化財が破壊される耀れがあった。このため東大阪市教育委員会では事前の確認調査が必

要な旨、届出者に通知した。確認調査を同年9月 24日 に実施したところ、現地表下1,9m～2.2mで古

墳時代後期の遺物包含層を検出した。直ちに東大阪市教育委員会と届出者は埋蔵文化財の取扱いにつ

いて、協議に入り工事内容を精査した結果、西側と東側の杭通り2本分が埋蔵文化財に支障を来たす
ことが判明した。ただし開発地内に排土の仮置き場を確保する必要があること、西の側面に民家が密

集しており調査に危険が伴うこと、杭通りの幅は1.2mで遺物包含層が地下深いため調査進行に安全
が図られ難いこと、などの諸条件があったため、調査の実施方法については大阪府教育委員会の指導

を仰いだ。そこで東側の杭通りに2本分の幅2.4m分を確保し、その西側は,F土置場とすることで合
意した。調査対象は東西2.4m南北24.6mで面積は約60どである。調査は平成14年 10月 16日 から10月

31日 まで行なった。

今回の調査地は瓜生堂遺跡の西端部にあたり、下小阪地区でははじめての発掘例となる。現在の地

形で第二寝屋川以東では遺跡の調査例は多いが、西側では極めて少ない。この観点から集落の時期的

な動態解明が大きく期待されることになった。

健五五1と議遷
‐
Ⅲ

掛

瓜生堂遺扉 IF警
砲

:三圏睡鐵蘊

霞|

第 1図 調査地位置図
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2)調査方法と層位

まず、確認調査で遺物包含層の検出深度が地下深いことを確認していたため、 トレンチの設定に

あたり調査進行の安全を図る必要が生じた。そこで地表面では各々lm拡張しノリ面をつけながら、

遺構面で幅2.4mを確保するよう心がけた。調査は盛土層・第1～3層を重機で除去し、第4層以下を

人力で掘削し、遺構 。遺物の検出に努めた。第3層は後述のようにマンガン粒の沈着が激しく、遺物

は見出していないがほぼ近世期頃の耕作土と推定されるため、機械掘削の対象とした。

調査開始まもなく、 トレンチのほぼ中央で第2層 (床土)上面を遺構面とする近代期の野井戸を検出
した。このため調査地北側をA区、中央の井戸検出部をB区、南側をC区と仮称し地区割りを行なっ

た。調査で検出した層位は以下のとおりである。

第 0層 盛土層。調査着前まで使用されていた駐車場の地上げ土。表層はアスフアルトであった。

第 1層 旧耕土層。
第 2層 床土層。
第 3層 5Y5/3灰オリーブ色粗粒砂混じリシルト。マンガン粒の沈着が著しい。層厚15～20cm。

近世期頃の耕作土と思われる。

第 4層 2.5Y6泡灰責色シルト混じり粘土。第5層の上面で検出。層厚30cm以上。西端際にトレン

チのラインに沿って幅0.5～0.7mま で続く。後記の第5層の検出レベルが本調査のトレンチ

と西側の確認調査のそれと第4層分の比高差があり、基本層位として取り扱った。大きな坪

境に伴う段落ちの堆積層の類かと推定される。

第 5層 2.5Y4/1黄灰色シルト混じり粘土。層厚10～20cm。 古墳時代後期～奈良時代の遺物包含

層。調査 トレンチのほぼ全域を覆う。

第 6層  10YR5/6黄褐色粘土。層厚10～ 65cm。 色相や土質は段丘の地山層と酷似し、安定した地

盤を示す。上面は飛鳥～奈良時代の遺構面を形成する(遺構面 I)。

第7層 N3/暗灰色粘上のラミナ層。3ないし4層の互層堆積が見られた。層厚6～8cm。 上面のレ

ベルは、北端0.9m南端0.5mで緩やかに傾斜している。上面は遺構面Ⅱを形成する。北側で

は次の第8層 との間に嵌入する層がある。これを第7L層 とした。その色相・土質は

|十 一
C区
―
‐ 千 駆 ― 卜

駆
一 |

近代の井戸

第 2図 調査地位置図

「

調査 トレンチ
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7.5YR74褐色粘土である。

第 8層 北側と南側では色相・土質が相違する。北側では7.5YR5/6明 褐色シルト。南側ではN4/

灰色粘上で2.5GY6/1オ リーブ灰色粘上のラミナが認められる。層厚5～ 15cm。

第 9層 北側と南狽Iでは色相・土質が相違する。北側ではN7灰色シルト～極細粒砂。南側では

N2/黒色粗粒砂混じり粘土。北側では土師器鉢(第 12図69)が 1個体出土した。層厚8cm。

第 10層 5Yν4オ リーブ責色中粒砂～細粒砂。南狽1では2.5Y5/3黄褐色極粗粒砂～細礫。最深部で

60cm以上を確認した。上面は遺構面Ⅲを形成する。

今回の調査で基盤層となるのは第10層である。第10層から上部の層準とその出土遺物の年代観か

ら、第10層は古墳時代初頭(庄内式期)ごろの河川氾濫による堆積               1_
層と考えられる。

3)検出した遺構
今回の調査で検出した遺構について、概略を述べていきたい。

その際、遺構番号は現場の名称を踏襲していることを付記してお

く。

① 遺構面 I(第6図 )
第6層上面を遺構面 Iと する。遺構面 Iでは、ピット・土坑・

溝 。落ち込みを検出した。

ピット 規模や形状は別表にまとめたので参照されたい。平面
形態は円形ないし楕円形を呈するものが大部分で、方形のものは

少ない。柱痕跡が明瞭に認められ、遣構面 Iの ピットは柱穴に相

当する。埋土は柱痕跡に第5層、柱掘形に第6層に第5層がブロッ

ク状に混入する層の組み合わせが多い。この中で、SP9と SP10

で切 り合いがある。柱掘形の埋上がSP91よ第5層の含入が大き

く、SP10は小さいという相違が認められた。柱通りは、 トレン

チの規模の制約上明確にしがたいが、SP7-SP18… SP10の ライン

1       1

第4図 SP17断面図

「‐

‐

SXiO iOW4/1灰 色シルト霞粘主主体でG用を少長含む

SX:② 翼 4た シルト賓雅士

SX10 6V4/1灰色シルトで G ALvを中説台む

SD4 5Y亨 1灰色ンル トで 7L巌 を少織含む

S能 ア 2 5YVl貧灰色4rt上

イ 23■5′ k黄灰色粘上主体で ,0庸を少～中盈含む

ウ 10層 主体で25Y5た 黄縛色粘とを少数含む

工 iO横 主体(25Y5/1黄灰色納上を中量含む

オ 534′I賠IV灰 色ItJと

力 5B4′ I暗青灰色Ijltと 25Yら れ養灰色盤土少 f4h含む

キ 5B4′1晴背灰色主体で 5惑 G71脅灰色準粒砂を少最含静

ク 5B4′1晴背灰色主体で 5BC′文I・r紫色中綻447を中量含むtln物滋体を含ゆ

ケ SB4な 暗脅灰色主体で 536′1脊灰色中粒砂を中逮含む

第 5図 SXl・ SD4。 SK4断面図
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とSP7-SP5の ラインは直行す

るため、掘立柱建物の存在が

っかがわれる。

ピットのうち、SP17は 円形

を呈し、現存長で長軸74cm、

短軸路mを測る。深さは90cm
に及んでいる。ピットの壁は

直下気味に落ちる。坑内の埋

土は11層 に区分される(第4図 )。

大きくはア～工層の上層、オ

～キ層の中層、ク～サ層の下

層の3層に分類できる。遺構の

掘り下げ時では、遺物の出土

は顕著でなかったが、壁面に

土器が露出していたため調査

の最終日に壁面からの掘 り下

げを行なったところ、多数の

製塩土器とともに斜方に坐る

土師器甕の完形品が出土した

(図版4・ 6)。 埋上の堆積状況

や遺物の出土状態からみて、

SP17は柱穴とは考えにくく、

底面が砂層の第10層に達して

いることから、小規模な丼戸

と捉えられる。

土坑 調査地の南端で土坑2
基を検出した。埋土はいずれも第6層に第5層がブロ

ック状に混入する層であるが、第5層ブロック混入

の度合いの大 きさか らSK2がSK3と切り合う状
態が観察された。SK21よ現存長で長辺1.85m、 短辺

0。44nlを測る。深さは6cmで浅い皿形を呈する。

SK3は現存長で長辺2.05m、 短辺0.54mを測る。深さ

は9cmで SK2と 同様浅い皿形を呈する。いずれの

上坑も土師器・須恵器の細片が出土した。

溝 A区で2条、C区で1条の溝を検出した。SDl
はA区全域でみられ、北側は幅1.2mの規模をもつが

南側では幅0.5mの2本の溝に分流している。溝底面

のレベルをみると、北端からSXlま での区間は南へ流

下する力＼ SXlか ら南端にかけての分流部では逆に北

へ流下する。また分流部ではレベル差力Ⅵ さヽく滞水状

態であったことが推定される。このことから一時的に

奮
狩
日
Ｉ
Ｉ
Ｉ
キ
ー
ー

SP16

SP12

SP18

SP10

唆 P番
(右)第 6図

遺構面 I検出

遺構平面図

(中)第 7図

遺構面Ⅱ検出

遺構平面図

(中)第 8図

遺構面Ⅲ検出

遺構平面図

‐
‐
Ｉ
Ｉ
十
１
１
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溝の滞水を防禦する施設がSXlに相当すると推定できよう。深さは北端部で16cm、 分流部で3～7cm

であった。北端部の断面形は二段落ちをみせている。埋土は第5層を主体とし、第6層のブロックを

少量含む層であった。土師器・須恵器が出土したが、図化しうるものは少量である(第 10図 )。 SD2は

A区の北端でSDlに接続する溝である。幅0.45mで深さは東で40cmに及ぶ。延長0,8m分を検出したに

とどまったが、溝内から中量の上師器・須恵器が出土した。埋土は3層に区分される(第 3図 )。 ①層

は第6層 を主合に少量第5層が混じる層である。②層は10Y4/1灰色シルト質粘土に第6層が中量ブロッ

クで混じる層である。③層は第7層 。第7L層 。②層の混合上である。溝壁面が直下するため溝状の上

坑の可能性が指摘できる。

落ち込み 西側で不定形の落ち込みSXlを検出した。現存長で長辺3.8m、 短辺 1.7m、 最深部で
33cmを測る。後述するようにSXlの下部には前代の溝や井戸が存在し、その埋没後凹地になってい

たところにシルト質土が堆積したものである。前記のようにSDlのつ

'水

機能を有していたと考えられ

る。出土遺物の年代観は遺構面 Iの他の遺構と比して古相で飛鳥時代の土師器・須恵器が出上した

(第 10図 )。

② 遺構面Ⅱ(第7図 )
第7層上面を遺構面Ⅱとする。遺構面Ⅱでは、ピット・溝・落ち込みを検出した。

ピット ピットはすべてC区で検出した。落ち込みSX3の肩部に穿たれている。平面形は円形を呈

する。遺物は出上しなかった。

溝 SD4を検出した。SD41ま幅1.7m、 深さ24～ 26cmを測る。底面のレベル差から、南から北へ流

下する流れと凹地で西へ流下する流れとがある。西側で径2.7m最深部37cmを測る凹地がみられた。

凹地内から須恵器郭蓋・郭身、土師器高郭脚部、円筒埴輸片、板材などが一括出上した。

落ち込み SD4と併行する溝状の落ち込みをA区、C区各lヵ所確認した。A区をSX2、 C区をSX3

とした。これらはともに溝状遺構の一部と考えられるが、溝の両肩を検出していないため、落ち

込みと仮称している。いずれも遺物は出土しなかった。

③ 遺構面Ⅲ(第8図 )
第10層上面を遺構面Ⅲとする。遺構面Ⅲでは井戸・ピツト・溝を検出した。

井戸 西側で検出。井戸SK41よ円形で径2.6m最深部0.83mを測る。素掘りの井戸である。底面は砂
層の第10層の下部にまで達している。上部のSXl・ SD4の凹地はすべてSK4の埋没が起因となったも

のである。断面観察からSD4凹地下部とSK4上部との間に第8層が介在しており、上部遺構と下部遺

構は明確に峻別される(第5図 )。 埋土は9層に区分される。古墳時代の須恵器・土師器や竃(第 11図41)

が出上した。

ピット A区南端からC区北端にかけて検出した。円形・

ある。第遺物は出上しなかった。

方形を呈する。埋土はいずれも第9層で

溝 A区の南西から北東にかけて流下する溝SD5を検出した。南側では

幅0.24～ 0.4mを測るが、北側ではWal入状に開き、推定幅1.Omと なる。埋土

は第9層である。その相違から丼戸SK4に先行する。古墳時代の土師器・

須恵器が出土した。

41 出土遺物
① 確認調査出土遺物
須恵器 70は小型の壷。体部外面に上下三本の沈線によって囲まれたク

シによる刺突文の文様帯が見られる以外は、回転ナデ調整が施される。

＼く玉「
~~~~呵

0               10cm

l― I   I

第 9図 確認調査

出土土器実測図
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顎部径42cm、 肩部径9.Ocm。 色調は内面灰白色 (N7/)、 外面灰色 (N5/)を呈する。

71は土師器皿。底部を欠損。外方に広がる体部から、日縁部は屈曲して上方に伸びる。口縁端部は

丸くおさめる。口径13.6cm。 色調は浅責橙色 (10YR8/6)を呈する。

② 遺構面 I出土土器
SXl出土土器 (第 10図 1～ 15)

1～ 4は須恵器郭蓋。 1は口縁端部が内傾する凹面をもち、稜は短く鋭さを欠く。外面天丼部は丸
味をもち、1/21こ回転ヘラケズリが施される。口径13.lcm。 色調は内面 (灰白色N7/)、 外面灰色

(N5/)を 呈する。 2は口縁端部が凹面をもち、稜はわずかに見られる。外面天丼部1/2に回転ヘ

ラケズリが施される。口径12.2cm、 器高5.4cm。 色調は内面灰白色 (N7/)、 外面灰白色 (N8/)
を呈する。 3は口縁端部がやや丸味をもち、稜の痕跡はみられず、天丼部から口縁部にかけて丸くな

だらかな形態もち、 1/2未満に回転ヘラケズリが施される。口径12,8cm。 色調は内面灰色 (N6/)、
外面灰白色 (N7/)を呈する。 4は口縁端部が丸味をもち、わずかに立ち上がる口縁部がみられる。
外面天丼部は扁平で、回転ヘラケズリが施される。口径14.8cm。 色調は灰色 (N6/)を呈する。 5
～ 9は須恵器郭身。 5は立ち上がりが短く内傾する口縁部、口縁端部内面には沈線が巡る。受け部は

水平に付く。外面底部1/2に 回転ヘラケズリと、一部に線刻痕が見られる。口径12.4cm。 色調は内

面灰色 (N5/)、 外面灰色 (N6/)を呈する。 6は立ち上がりが短く内傾する口縁部、口縁端部はや
や丸くおさめる。受け部は水平に付く。外面底部2/31こ回転ヘラケズリが施される。口径12.8cm。

色調は内面灰白色(5Y7/1)、 外面灰白色(5Y8/1)を 呈する。 7は立ち上がりが短く内傾する口縁部、口

縁端部はやや尖り気味。受け部はやや上方に向く。外面底部に回転ヘラケズリが施される。口径BOcm。

色調は内面灰白色(5Y7/1)、 外面灰色7.5Y6/1)を呈する。 8は立ち上がりが短く内傾する口縁部、口縁

端部は丸味をもつ。受け部は水平に付く。タト面底部に回転ヘラケズリが施される。口径11.4cm。 色調

は灰色lN6/)を呈する。 9は立ち上がりが短く内折する口縁部、口縁端部は丸味をもつ。受け部はわ

ずかに見られる。外面底部1/2に回転ヘラケズリが施される。口径12.6cm。 色調は灰色(N6/)を 呈

する。10は須恵器鉢。口縁部が大きく外折し、口縁端部は丸味をもっておわる。外面底部に回転ヘラ

ケズリが施される。口径21.6cm。 色調は灰色(N6/)を 呈する。11は須恵器高琢。郭底部に回転ヘラ

ケズリが見られる。脚部は短脚でラッパ状に外反し、裾端部に凹面をもつ。裾部径10.Ocm。 色調は

内面灰色lN6/)、 外面灰色(N5/)を呈する。

12は土師器高杯。郭部を欠損。ラッパ状に開く脚部、裾端部は丸くおさめる。調整は内面シボリメ、

外面にはハケメが施される。裾部径11.8cm。 色調は内面にぶい橙色(7.5YR7/3)、 外面にぶい橙色

(7.5YR7/4)を呈する。13は土師器羽釜。「く」の字形にタト折する口縁部に、水平な鍔が付く。調整は

内面にハケメ(8/cm)が見られる。口径20.7cm。 色調は内面明褐色(7.5YR5/6)、 外面にぶい褐色

(7.5YR5/41を 呈する。14・ 15は把手。14は断面隅丸方形をもつ。調整は外面工具によるナデ、内面に

はハケメ(8/cm)が施される。色調は浅黄橙色(7.5YR8//4)を呈する。15は断面隅丸長方形をもつ。調整

は内外面共に工具によるナデが施される。色調は橙色(7.5YR7/6)を 呈する。

SDl出土土器 (第11図42～45)

42は須恵器必身。やや外弯しながら口縁部につづく。調整は外面底部に回転ヘラケズリが施される。

口径12.Ocm。 色調は内面灰色lN5/)、 外面灰色(N6/)を呈する。

瑠は土師器娩。丸底にちかい底部から、ほぼ直立気味の口縁部、口縁端部は丸くおさめる。調整は

内外面共に著しい風化のため詳細不明。口径12,9cm。 色調は内面橙色(5YR6/6)、 外面橙色(2.5YR7/6)

を呈する。45は土師器鉢。外傾しながら立ち上がる体部から、口縁部は内弯し、口縁端部に面をもつ。
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調整は内面ナデ、外面にはハケメが施され

る。口径28.4cm。 色調は内面橙色(5YR6/6)

外面(5YR7/6)を呈する。

44は須恵器奏。大きくラッパ状に広がる

口縁部、口縁端部は外面に面をもつ。口径

21.8cm。 色調は内面灰色(N6/)、 外面灰色

(N5/)を呈する。

SD 2出土土器 (第 11図49・ 50)

49は須恵器壷。「ハ」の字形に広がる高台

が付 く。高台の接地面は平らである。調整

は回転ナデが施される。高台径8.Ocm。 色

調は灰白色(7.5YR7/1)を 呈する。50は須恵

器郭身。「ハ」の字形広がる高台が付く。

高台の接地面はほぼ平らである。調整は外

面底部に回転ヘラケズリが施される。高台

径9,4cm。 色調は内面灰白色(N7/)、 外面灰

色(N6/)を呈する。

SP17出土土器 (第 10図 16～38)

16～ 19は須恵器必蓋。16は器高の高い、

中央が凹むつまみと、鈍い稜が付く。口縁

端部は内傾する段をもち、外面天丼部には

回転ヘラケズリが施される。口径 12.2cm、

器高5.95cm、 つまみ径3.2cm。 色調は灰

色(N5/)を呈する。17は器高の高い、中央

部が凸形をなすつまみと、やや鋭い稜が付

く。口縁端部は面をもち凹み、外面天丼部

1/21こ 回転ヘラケズリが施される。日径

11.9cm、 器高5.7cm、 つまみ径2.7cm。 色

調は内面灰色 (N5/)、 外面灰色 (N4/)

を呈する。18は丸味をもつ天丼部、やや鋭

第 11図 SKl・ SK4・ SDl・ SD2・ SD4出土遺物実測図  い稜が付 く。口縁端部は面をもち凹み、タト
面天丼部1/2に 回転ヘラケズリが施される。口径12.6cm、 器高4.9cm。 色調は内面灰色(N5/)、 外

面灰色 (N6/)を呈する。19は丸味をもつ天丼部に、形骸化した稜が付 く。口縁端部には内傾する

段をもち、外面天丼部1/2に回転ヘラケズリが施される。口径 ll.5cm、 器高4.8cm。 色調は内面灰

色(loY6/1)、 外面灰色(N6/)を呈する。20～22は須恵器必身。20の立ち上がりは比較的低く、直立

気味に立ち上がり、口縁端部は内傾する明瞭な段をなす。内面天丼部に円弧タタキメ、外面底部2/3
に回転ヘラケズリが施される。口径 13.4cm。 色調は灰色(N5/)を 呈する。21の立ち上がりは比較的

低 く、内傾気味に立ち上がり、口縁端部は内傾する明瞭な段をなす。タト面底部1/2に 回転ヘラケズ

リが施される。口径 11.Ocm、 器高4.8cm。 色調は内面灰色(N5/)、 外面灰色(N6/)を 呈する。22の

立ち上がりは比悪的高く、口縁端部は内傾する明瞭な段をなす。口径 12.Ocm。 色調は灰白色(N5/)
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第 4層

《とここここ三二:ことこここととこュニここここここさ、。 52

を呈する。

23・ 24は 土師器奏。23は 球形の

体部に、「く」の字形に外反する口縁

部、口縁端部は丸くおさめる。調整

はハケメ(7/cm)、 内面一部にヘラミ

ガキを施す。完形。口径 15。6cm、 器

高21.2cm、 体部最大径 17.4cm。 色調

は内面にぶい黄橙色(10YR7/2)、 外

面にぶい橙色(7.5YR7/0を 呈する。

24はなで肩からゆるやかにタト反する

口縁部、口縁端部は丸くおさめる。

調整は内面工具によるナデ、タト面に

は著しい風化のため詳細不明。口径

13.6cm。 色調は内面明黄褐色

(10YR7/6)、 外面橙色(7.5YR7/6)を 呈

する。

25～ 38は製塩土器。口縁部が内弯

するタイプ(25。 26・ 37・ 38)、 口縁

部が直立気味のタイプ(28・ 29)、 口

縁端部が外弯気味のタイプ(31。 32)、

口体部が内傾するタイプ(35。 36)が

みられる。27・ 301よ底部。25の調

整は内面ナデ、外面にはタタキメが

施される。口径4.2cm。 色調は内面

橙色(5YR7/6)、 外面橙色∞YR6/6)を

呈する。26の調整は内外面共にナデ

が施される。口径5.Ocm。 色調は内

面にぶい黄橙色(10YR7/3)、 外面浅

黄橙色(10YR8/3)を呈する。27の調

整は内外面共に工具によるナデが施

され る。色 調 は 内面 浅 黄橙色

(10YR8/3)、 外面灰白色(10YR8/2)を

呈する。28の 調整は内外面共にナ

デが施される。口径3.8cm。 色調は

内面浅黄橙色(7.5YR8/4)、 外面浅責

橙色(7.5YR8/6)を 呈する。29の調整

は内面ハケメ(6/cm)、 外面タタキメ

が施される。口径 5。 6cm。 色調は内

面にぶい黄橙色(10YR7/3)、 外面に

ぶい責橙色(10YR6/3)を 呈する。30

第 6層

o                                  20cm
1       1       1

第 12図 第 4・ 5・ 6・ 9層 出土遺物実測図
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の調整は内面クシ状工具によるナデ、外面ナデが施される。色調は内面にぶい黄橙色(10YR7/3)、 外

面にぶい黄橙色(10YR7/2)を呈する。31の調整は内面ナデ、外面タタキメが施される。□径3.2cm。

色調は内面灰黄褐色(10YR5/2)、 外面橙色(7.5YR6/6)を 呈する。32の調整は内面板状工具によるナデ、

外面ナデが施される。口径4.2cm。 色調は内面浅黄橙色(7.5YR8/61、 外面浅黄橙色(10YR8/41を呈する。

33の調整は内面ハケメ(8/cm)、 外面タタキメ後ナデが施される。口径4.7cm。 色調はにぶい黄橙色

(10YR6/41を 呈する。34の調整は内面工具によるナデ、外面ナデが施される。タト面に煤付着。口伽 m。

色調は内面にぶい黄橙色(10YR6/4)、 外面にぶい黄橙色(10YR6/3)を 呈する。35の調整は内面ナデ・

シボリメ、外面タタキメが施される。口径3.6cm。 色調はにぶい黄橙色(loYR6/4)を 呈する。36の調

整は内面ハケメ(7/cm)、 外面板状工具によるナデが施される。口径3.8cm。 色調は内面にぶい黄橙色

(10YR7/3)、 外面にぶい黄橙色(10YR7/4)を 呈する。37の調整は内外面共に板状工具によるナデが施

される。日径3.8cm。 色調は内面灰白色(10YR8/2)、 外面浅黄橙色(10YR8/3)を呈する。38の調整は内

外面共にナデが施される。口径6.Ocm。 色調は橙色(5YR7/6)を呈する。

②  遺構面Ⅱ出土土器
SD 4出土土器 (第 11図 46～48)

46・ 47は須恵器郭蓋。46は丸味をもつ天丼部、やや鋭い稜が付く。口縁端部は内傾する明瞭な段

が付き、外面天丼部1/2に回転ヘラケズリが施される。口径12.6cm。 色調は内面灰白色(N7/)、 外

面灰色榔6/)を呈する。48は須恵器郭身。比較的短く内傾しながら立ち上がる口縁部、口縁端部はわ

ずかに内傾する段をもつ。外面に自然釉付着。口径10.2cm。 色調は灰色岬6/)を 呈する。

③ 遺構面Ⅲ出土土器
SK 4出土土器 (第 11図 40。 41)

40は須恵器必身。立ち上がりは比較的高く、わずかに内傾し、口縁端部は内傾する段をもつ。外面

底部1/2に 回転ヘラケズリが施され、自然釉が付着。口径ll.2cm。 色調は内面灰白色(N7/)、 外面

灰オリーブ(7.5Y6/2)を呈する。

41は土師器篭の炊き口。調整はハケメ(4/cm)・ ナデが施される。色調はにぶい黄褐色(10YR5/3)を

呈する。

④ SKl出土土器 (第 11図 39)

39は土師器甕。なだらかに「く」の字形に外反し、口縁端部はタト方に面をもつ。調整は内外面共に

板状工具によるナデが施される。口径15。8cm。 色調は内面灰黄色(2.5Y6/2)、 外面灰黄褐色(10YR6/2)

を呈する。

⑤ 各遺物包含層ほか出土遺物
第4層出土土器 (第 12図 51)

51は土師器羽釜。なだらかに外弯する口縁部、口縁端部は丸くおさめ、平行に付く鍔が見られる。

調整は内面著しい風化のため詳細不明、外面條部ナデが施される。口径25.Ocm。 色調は内面橙色

(7.5YR6/6)、 外面にぶい橙色(7.5YR6/0を 呈する。

第5層出土土器 (第 12図 52～ 67)

52・ 53は須恵器郭蓋。521よ天丼部に擬宝珠様つまみが付く形態と思われる。口縁部内端のかえり

はみられず、面をもち終わる。外面天丼部1/21こ回転ヘラケズリが施される。口径14.9cm。 色調は

灰色郎6/)を呈する。53は天丼部と口縁部境の稜は全くみられず、丸くなだらかな形態をもつ。外面

には回転ヘラケズリが施される。口径15.8cm。 色調は内面灰白色(N7/)、 タト面灰色御6/)を呈する。

54～ 58・ 60は須恵器郭身。54は口縁部立ち上がりを欠損する。受け部は水平につく。外面底部2/3
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に回転ヘラケズリが施される。色調は内面にぶい赤褐色(5YR5/3)、 外面灰褐色(5YR5/2)を 呈する。

55の立ち上がりは短く、やや内傾気味。外面に回転ヘラケズリが施される。口径 15。生m。 色調は灰白

色(N7/)を呈する。56の立ち上がりは短く内傾し、口縁端部は丸くおさめる。外面底部2/3に回転
ヘ

ラケズリが施される。口径 10。4cm。 色調は内面灰色(N4/)、 外面灰色(N5/)を 呈する。57は「ハ」

の字形に広がる、断面方形の高台をもつ。高台径10.2cm。 色調は灰白色(7.5Y7/1)を 呈する。58は丸

味をもつ底部に、断面方形の高台が付く。高台径12.6cm。 色調は灰白色(5Y7/1)を呈する。60は底部

端に直立気味で断面方形の高台が付く。高台径12.Ocm。 色調は灰色(10Y6/1)を呈する。

59は土師器高郭。脚柱部をヘラケズリによって面取りを施す。色調は橙色(7.5YR6/⑥ を呈する。61

～63は土師器郭身。61の口縁部はタト弯しながら立ち上がる形態。内面に放射状暗文が見られる。口

径13.8cm。 色調は内面にぶい黄橙色(10YR7/3)、 外面にぶい橙色(7.5YR7/4)を 呈する。62の口縁部は

外弯しながら短く立ち上がる形態。調整は内外面共にナデが施される。口径15.6cm。 色調は内面に

ぶい黄橙色(10YR6/3)、 外面にぶい橙色(7.5YR6/→ を呈する。63の口縁部は外弯しながら立ち上がり、

口縁端部をわずかに外反する形態。調整は外面底部にヘラケズリが施される。口径16.6cm。 色調は

内面灰黄色(2.5Y6/2)、 外面にぶい黄橙色(10YR6/3)を 呈する。64・ 66は土師器奏。共に外反する口縁

部から、口縁端部はわずかに肥厚し面をもち終わる。64の調整は内外面共にハケメ(10/cm)が施され

る。口径18.8cm。 色調は内面にぶい黄橙色(10YR7/3)、 外面橙色(2.5YR6/6)を呈する。66の調整は内

外面共にハケメ(8/cm)が施される。口径24.8cm。 色調は内面にぶい橙色(7.5YR7/4)、 外面灰白色

(10YR8/2)を 呈する。65は土師器甑。直線的に外方にのびる体部から、そのままなだらかに外反する

口縁部、口縁端部はやや丸くおさめる。調整は内面ハケメ(7/cm)。 ヘラケズリ、外面にはハケメ(同

原体)が施される。口径21.8cm。 色調は内面にぶい橙色(7.5YR6/0、 外面にぶい黄橙色(10YR6/3)を 呈

する。67は土師器篭。直線的に内傾しながらのびる体部から口縁部につづく。口縁端部は上方に面

をもつ。口縁部直下に断面円形の把手が付く。調整は内外面共にハケメ(5/cm)が施される。口縁部

に煤付着。口径25.Ocm。 色調は内面にぶい褐色(7.5YR5/3)、 外面橙色(5YR6/6)を呈する。

第6層出土土器 (第 12図 68)

68は土師器甑。直線的に外方に伸びる口体部、口縁端部は丸味をもち内側にわずかに肥厚する。

調整は内面板状工具によるナデ、タト面にはハケメ(10/callが施される。口径29止m。 色調は内面にぶい

橙色(7.5YR7/→ 、外面浅黄橙色(7.5YR8/3)を呈する。

第9層出土土器 (第 12図69)

69は土師器鉢。半球答状の形態をもつ。口縁端部は面をもち終わる。調整は内面工具によるナデ、

外面にはハケメが施される。内面に煤付着。口径14.6cm。 色調は内面にぶい黄橙色(10YR7/2)、 外面

にぶい黄橙色(10YR7/3)を 呈する。

5)ま とめ

出土遺物の年代観から、各遺構面の所属時期を考えてみたい。遺構面 Iを覆う遺物包含層(第5層 )

内出土土器や遺構内出土土器から、遺構面 Iの遺構は飛鳥～奈良時代ごろに営造されたものと思われ

る。遺構面Ⅱ。遺構面Ⅲに属する遺構からの遺物は僅少であり、大まかな推定の域を出ないが、出土

した須恵器の形態的特徴からいえば、遺構面Ⅱは古墳時代後期初頭～中葉、遺構面Ⅲは古墳時代中期

末～後期初頭に想定が可能である。この点については周辺での調査進展に期待したい。また、遺構面

Iの ピット群はその密集度から調査地の周辺に広がるものと考えられる。瓜生堂遣跡の範囲が北西方

向に拡大することと思われる。確認調査では下層で弥生時代の文化層を検出していないことから、該

期集落の範囲が今回の調査地までは及んでいないと考えられる。
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遺構 //1 遺構面 地隠 平面形態
柱掘影(cn) 柱痕跡

(cnl)

深さ

(C144)

柱痕跡
埋土 鋳j考

長軸 短 軸

SPl I A 脚形
第6層に第5層プロック
混入

SP2 1 C 1鳴チ影 第3騒
第6矯に第5層プロック
混入

SP3 I C 糠円形 第5燿
第6層に第5層ブロック
混入

SP4 I C 長備門形 と
籍6層に第3層ブ贈ノク
湿入

SP5 1 ご 補円形 17 第5羅
第6層に第5燿ブロノク
滉入

SP6 I C lll影 第5縛
第6層に第5層プロック

混入

SPT I C 円 形 第5越
第6層に第5層ブロンタ
混入

SP3 I (| 方形 SSI 第6層た籍3鰯ブ爾ック
混入

上坑状

SP9 受 C 補鶴形
第6層に第5層ブ線ック
混人

士坑状

SP10 I C 円,影 第5層
籍6層任第5騒ブロック
農入

SPll 猛 C 円 形 第5層
第6層 に第5層プロノク
腱入

SPI息 1 tl 円形
第6通 に無5層ブ‖コンタ
混入

柱材が造存

SP13 I C 方形 |? 第5層
第6層に第5層ブロック
混人

SP14! I C 長構円影 17 第う層
第6層に第5層ブ諄ンク
混入

SP15 〕 C 方形 第5矯
第6癬に第5層ブと=ック
混入

SP16 I t‐ 聞影 第5超
第6層に第5層プロック
混入

SP17 I A 円 形 (後詑 ) (後記)

SP18 1 〔, 円形 17 第5鰯
籍6層 ti第5燿ブロック

混入

SP19 理 C μl形 15 第S懸

SP20 C, 構円形 第6層

SP21 騒 C 闘形 17 第S層

SP22 運 ⊂ 円 形 第6層

SP23 麗 A 綺開影 第9層

SP24 騒 A 囲形 第9燿

SP2愚 垂 A 補rll形 第9藩

SP26 lH $ 方形 第9層
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調査前の状況

第 5層内遺物出土状況
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遺構面 I遺構検出作業
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A区遺構面 I掘削後状況 (北 より) A区遺構面Ⅱ掘削後状況 (北より)

C区遺構面 I掘削後状況 (南 より)
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C区遺構面 I検出状況 (南より)
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C区遺構面 I掘削後状況近景 (西 より)

CttSP12内柱痕出土状況 (南 より)
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CttSD4内 遺物出土状況 (西より)



Ｓ
喜
麟
≡
…
、

図
版
４
　
瓜
生
堂
遺
跡
第
５．
次
調
査
　
迫退
構

A区遺構面Ⅲ掘削後状況 (北より)

■ ●II'■
AttSP17断面

調査地全景 (南 より)

AttSP17上層内土師器奏出土状
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C区遺構面Ⅱ掘削後状況 (南 より)

AttSK4掘削後状況 (西 より)

AttSXl o SD4・ SK4断面
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A区遺構面Ⅲピット群 (西より)

AttSP17上層出土土師器甕近景
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A区東壁断面
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.試掘調査出土土器
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SD 4凹部内出土板・SPl出土柱根
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SXl出土須恵器杯蓋 (2)、 高杯 (11)、 土師器羽釜 (13)
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SP17出土須恵器14h蓋 (16～ 19)杯 身 (21)

SD4出土須恵器郭蓋 (46・ 47)
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SP17出土土師器甕 (23)第 4層出土土師器羽釜 (51)第 9層 出土土師器鉢 (69)

■||

8

SXl出土須恵器郭蓋 (1・ 3・ 4)、 郭身 (5～9)鉢 (10)
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SXl出土土師器高郭 (12)、 把手 (14。 15)
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SP17出土須恵器郭身 (20,22)、 土師器奏 (24)
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SP17出土製塩土器 (25～ 32)
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SP17出土製塩土器 (33～ 38)
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SKl出土土師器甕 (39)SK4出土須恵器郭身 (40)土師器竃 (41)

SDl出土須恵器郭身
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SD2出土須恵器郭身 (49・ 50)SD4出 土須恵器郭身 (48)SXl出土土師器羽釜 (13)

第 5層出土須恵器杯蓋 (52・ 53)、 不身 (54～ 58、 60)
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第5層出土土師器甕 (64・ 66.)、
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第 5層出土須恵器杯蓋 (59)、 杯身 (61～ 63)

鰯
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甑 (65)、 竃 (67)第 6層出土土師器甑 (68)



第 5章 馬場川追跡第13次発掘調査
1)は じめに

馬場川遺跡は、東大阪市横小路町3～4丁目にわたる、縄文時代中期から古墳時代の集落跡である。

本遺跡は、東西約400m南北約300mの範囲に広がると推定されている。遺跡は箕後川ないしその先

行河川が生駒山地西麓で形成する扇状地上、標高14～26mに立地している。

平成14年8月 、東大阪市横小路町3丁 目1150-3番地において、個人住宅建設に伴う「埋蔵文化財

発掘の届出」が提出された。建設工事は布基礎で現地表下-0,4mの掘削にとどまることが図示されて

いたため、工事と併行して立会調査が必要である旨、届出者に指示した。指示(通知)書に基づき、平

成14年 9月 30日 、調査担当者が現地に赴いたところ、地盤調査の結果、柱状改良杭基礎に変更する

との打診をうけ、急邊同日確認調査を実施した。その結果、現地表下‐1.4mで縄文時代晩期～弥生時

代後期の遺物包含層を検出した。東大阪市教育委員会では杭打設により埋蔵文化財を破壊すると判

断し、届出者と協議を重ね、平成14年 11月 6日 から国庫補助事業として緊急発掘調査を実施すること

で双方合意した。調査は諸般の事情による中断期間を含み、平成14年 11月 27日 に終了した。

発掘調査については、場内で排土の仮置き場を設定する必要があり杭打ち工事箇所のうち、南端の

杭通りから南北3m× 東西10m、 30どを調査対象として実施した。調査対象の選択と方法については、

大阪府教育委員会に具申するとともにその指示を仰いだ。

tデψ口i‖
留

「叩
・
尋

第 1図 調査地位置図
I _夢を多ご耳
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2)馬場川遺跡の調査

馬場川遺跡は、昭和42年 6月 、

工場の新築工事の際に多数の石器

やサヌカイト剥片が採集され、縄

文時代の遺跡として知られるよう

になった。その後昭和44年度から

継続して実施された発掘調査によ

って、近畿地方有数の縄文時代晩

期の集落跡として著名となった

が、調査の図面を掲出した報告書

が未刊であって、遺跡の実態は不

詳の点が多い。

東緊謡幕星猛曇鞍蚕
ti鷺

鞍昇壇会 ]
発掘調査報告書』(CD版、2000年 )

に詳細に述べられておりそれに委

第 2図 調査 トレンチ位置図

ねたい。ここでは未報告であった第10次調査についてその概要を述べておきたい。調査は平成7年

12月 4日 から12月 7日 まで4日 間実施した。低層の共同住宅建設に伴う調査で、建物本外は遺物包

含層に抵触しなかったが、工事掘削が深い浄化糟部分13.5ゴを対象として行なった。調査の結果、

現地表下1.3mで弥生時代後期の遺物包含層を検出した。この遺物包含層は、灰色粗粒砂層をベース

に堆積したもので、層内から完形品の甕のほか、壺や高郭などが多量に出土した。ただし、縄文時代

晩期の上器は認められなかった。なお、平成11年度と平成13年度に行なわれた市下水道工事に伴う

調査(第 11次・第12次調査)の成果は、今回の調査結果と大きく関連するものであり、「まとめ」の項

で触れることとする。

3)調査方法と層位

第13次調査地は、集落遺構が初密に分布する第1次調査地から東南約150mの地点にあたる。調

査は盛土層 。第1～2層を重機で除去し、第3層以下を人力で掘削し、遺構 。遺物の検出に努めた。

後述するように、第3層で多量の縄文土器が出上したため、東西方向を東区と西区に分けて、遺物の

取り上げを行なった。層位は以下のとおりである。

第 0層 盛土層。調査着前まで使用されていた駐車場の地上げ土で真砂土である。
第 1層 旧耕土層。耕作面の相違から2層に区分できた。
第lA層 7.5GY3/1暗緑灰色細礫混じり粘質細粒砂。

第lB層 5B出/1暗青灰色細礫混じり砂質シルト。
第 2層 遺物包含層の上面を覆う砂礫層。色相や土質によりな肇に区分できた。わずかに古墳時代

の上師器・須恵器がみられた。

第2A層 7.5YR4/6褐 色中礫～細礫と7.5Y4/2灰オリーブ色細粒砂の混合土。最下部はSDlの堆

積層である。

第2B層 5Y4/3暗オリーブ色中礫～細礫。

第2C層  10Y5/2オ リーブ灰色粗粒砂～細礫。下部は色相が変化し、5B4/1暗青灰色となる。

第2D層 10BG6/1青灰色細粒砂～粗粒砂。下部は細粒砂のみで構成される。

調査 トレンチ
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第 3層 縄文時代晩期～古墳時代初頭(庄内式期)の遺物包含
層。断面観察では上(U)層 と下(L)層 に区分できた

が、掘 り下げにおいては遺物の取 り上げは第3層

一括 とした。

第3Utt N2/黒色細粒砂及び細礫混じり粘土。東端で層

厚約30cm、 西端で層厚約50cm。 上面は東端T.P.

約 20.5m、 西端でT.P.約 19.8mで約0.7mの比高差

を測 り、古墳時代遺構面のベース層となる(遺構

面 I)。

第3Ltt N3/暗灰色粘土混じり細粒砂。層厚10～30cm。

トレンチの東側では明瞭に第3U層 と分層でき

るが、西端付近では不明確となる。

第 4層 縄文時代晩期遺構面(遺構面Ⅱ)のベース層。N3/暗

灰色細礫混じリシル ト質細粒砂。『土色帳』に基

づく土層観察では第3L層 と大過ないが、肉眼では

暗青黒色を呈する。下部ではほぼ細礫層のみに変

化する。湧水が激しく調査の継続が危険なため次

の土層までの掘削は断念した。上層は縄文時代晩

期の遺物を少量含む。

今回の調査で鍵層となるのが、第3U層
。第3L層 である。多

量の縄文(晩期)土器を含みながら、ごく微量の庄内式上器が混

入する。試掘段階で第3層の層厚が大きいことが明らかであっ

たので、上層 。中層 。下層に任意に区分したり、東区・西区

で取り上げを替えたりしたが、混入は下層(第3L層 )ま で及んで

おり、地区別の取り上げにも混入がみられた。したがって、第

3層は東西で比高差を持つことにより、縄文時代晩期の遺物包

含層が庄内式期の段階に流れ込み等により再堆積した層と考え

られる。

o 検出した遺構
① 遺構面 I(第4図)溝 l条 と小土坑1基を検出した。出土
土器から古墳時代以降の所産と考えられる。

S Dl 南端で幅約0.65m、 深さ10～ 12cmを測る溝。北東か

ら南西へ流下する。溝内から古墳時代の上師器が出土した。

埋土は第2A層 である。

S Kl トレンチの東側で検出。平面は正円形で、径62cm、

深さ30cmを測る。埋土は7.5Y6/3オ リーブ黄色中粒砂。遺物

は出上しなかった。

② 遺構面Ⅱ(第 5図)溝 1条、土坑1基、土媛墓2基、ピッ

ト2個、落込み1カ 所を検出した。出土土器から縄文時代晩期

の所産と考えられる。以下の記述については「縄文時代」を
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第 3図 調査地断面図
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省略する。

SD2 トレンチ東端から西端へ流下する溝。幅32～ 34cmと 均―である。深さは9～ 17cmを 測る。
断面形はU字形を呈する。埋土は第3層である。晩期の上器細片を含んでいたが、ほとんど図化に耐

えなかった。

ピット トレンチの中央、SK2の東側と西側で2個検出した。いずれも平面は円形を呈する。東側
がPlで径41～ 48cm、 深さ1lcm、 西側がP2で径48cm、 深さ1lcmを 測る。埋土は第4層 を主体

に第3層のブロックを含む層である。P2がSD2を切り込むことにより、先後関係があるが、出土遺

物には晩期土器の細片のみであったことと埋上の観察から、ピットの構築はSD2の埋没後速やかに行

なわれたことが窺われる。性格は不明だか、少なくとも竪穴住居llLに伴うものとは考えられない。

SXl トレンチの西端で検出した。一部にとどまるが、落ち込みの北の肩は、直線状のラインを呈
している。当初大きな落ち込みと捉えていた。その掘り下げ中に人骨が出土したため、人骨東側の凹

部をSK4と し、SXlと は別個の扱いとした。直線状のラインはSK4を含めると約2.8m分確認した。

現存で深さ12cmを 測る。

SK2 トレンチの中央で検出。調査地外へ延びるが、平面は楕円形を呈すると推定される。現存長
で、長径1.5m短径0.6m、 深さ28cmを測る。断面形は緩やかな橋鉢形を呈する。埋土は第3層 を主

体とし、第4層を少量ブロック状に含む層である。晩期滋賀里Ⅲb式に属する土器が一括で出土した。

土娠墓 I(SK4)ト レンチ西端で検出。墓媛は現存長で長軸1.4m短軸0.8m深 さ18cmを測る。当
撓初SXlの一部として掘り下げたため、墓媛の平面形は不詳だが、人骨の残存形態から、土媛墓Ⅱと

同じく平面形は長精円形を呈するものと見ておきたい。墓媛上面、下肢部の直上に拳大の円礫を2個

確認した。標石と考えられる。埋土は第4層を主体とし、第3層を中量ブロック状に含む層である。

人骨の遺存状態は良好で、頭骨・左右上腕骨・右撓骨・右尺骨・左右大腿骨・胚骨・4jF骨などを検出

した。頭位は東を向く。仰臥屈位で、右腕部の上に大腿骨を重ねるため、下肢部の屈曲は大きい。顔

面は当初南に向いていたものが身体の腐敗に伴い、頸椎が分離し墓媛の底面に埋もれていた。晩期滋

賀里Ⅲb式の上器が出土した。

土媛墓Ⅱ(SK3)ト レンチの中央、東寄りで検出。墓墳は長楕円形を呈し、長軸1.26m短軸0.6m

深さ16cmを測る。埋土は第3層 を主体とし、第4層のブロックを少量含む層である。人骨の遺存状

態は良好で、頭骨・上腕骨・尺骨・携骨・左右大腿骨・左腫骨・左勝骨・骨盤などを検出した。頭位

は東を向く。横臥屈位で、下肢部を胸部に接するように屈曲させている。頭部は、土媛墓 Iと 同じく

腐敗後反転し上顎部が上方を向く。晩期滋賀里Ⅲb式の上器が出土した。

第4図 遺構面 I略測図
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第 6図 土境墓 I実測図
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第 5図 遺橋面Ⅱ平面図 第 7図 土境墓Ⅱ実測図

5)  出土遺物
① 縄文土器
SK2出土縄文土器 (第8図 5)

5は浅鉢に属す。外傾する口縁部から、口縁端部は上方に短く屈曲し、外面に沈線が見られる。調

整は内外面共にヘラミガキが施される。内面に黒斑あり。口径弼.8cm。 色調は内面灰黄褐色(10YR6/動、

外面黄灰色(2.5Y4/1)を呈する。
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第 3層出土縄文土器 (第 8'9図 )
深鉢 (2・ 6～ 16・ 18～ 20・ 22～ 30・ 32～49,51・ 58・ 65。 69・ 76・ 81)は、日縁部 (2。 25～
30・ 32～49・ 51・ 58・ 65。 69)・ 体部 (76・ 81)。 底部 (6～ 16'18～ 20。 22～24)がある。口縁
部の形態は外弯するもの (2・ 33・ 37・ 40～ 51)、 外折するもの (34・ 36・ 38・ 39。 69)、 内弯する

もの (25・ 29。 30・ 58)、 内傾するもの (26～ 28・ 32・ 35・ 65)が見られる。底部には平底 (7・ 8)
をもつもの以外は、凹む形態をもつ。以下個々の詳細を述べる。2の調整は内面ナデ、外面ヘラケズ

リが施される。口径32.Ocm。 色調は内面にぶい橙色(7.5YR6/41、 外面にぶい黄橙色(10YR6/3)を 呈す

る。6の底部は剥離していると思われる。篠原式 (中～新)に属す。調整は内面工具によるナデ・ヘラミ
ガキ、外面ヘラケズリが施される。底径6.5cm。 色調は内面黄褐色(2.5Y5/3)、 外面にぶい黄褐色

(10YR5/3)を 呈する。7は外面に縄文が見られることから、他地域産 (こ こで言う篠原・滋賀里以外)

に属すと思われる。調整は内外面ヘラケズリ、外面底部ヘラミガキが施される。底径3.8cm。 色調は

内面黒褐色(10YR3/2)、 外面褐色(7.5YR4/3)を 呈する。8の調整は内面工具によるナデ、外面ヘラケズ

リが施される。底径5。8cm。 色調はにぶい黄橙色(10YR6/3)を 呈する。9の調整は内面二枚貝による条

痕、外面ヘラケズリが施される。底鶴 比m。 色調は内面黄褐色9Ы5/動、外面にぶい黄褐色(loYR5/3)
を呈する。10の調整は内外面共にヘラケズリが施される。底径5。2cm。 色調は内面にぶい黄褐色

(10YR5/3)、 外面褐色(7.5YR4/6)を 呈する。11の調整は内面ヘラミガキ、外面ヘラケズリが施される。

9＼ |♂
14

＼こ ジ
15

ЧiV
16

＼
＼
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こ犀
0                 1ocm
億…_………―孟十…………重

第 8図 縄文土器実測図
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底径4.Ocm。 色調は内面明赤褐色(5YR4/6)、 外面明赤褐色(5YR5/0を呈する。12の調整は内面工具に

よるナデ、外面ヘラケズリが施される。底径4.6cm。 色調は内面黄灰色(2.5Y4/1)、 タト面にぶい褐色

(7.5YR5/41を 呈する。13の調整は内面工具によるナデ、外面ヘラケズリが施される。底径4.6cm。 色

調は内面黒褐色(2.5Y3/1)、 外面にぶい責褐色(10YR5/3)を 呈する。14の調整は内面ナデ、外面
ヘラケ

ズリが施される。底径4.8cm。 色調は内面灰褐色(7.5YR5/2)、 外面にぶい橙色(5YR7/4)を呈する。15

の調整は内面工具によるナデ、外面ヘラケズリが施される。底径3.4cm。 色調は内面にぶい黄褐色

(10YR4/3)、 外面にぶい褐色(7.5YR5/4)を 呈する。16の調整は内面工具によるナデ、タト面
ヘラケズリ

が施される。底径6.3cm。 色調は内面責灰色(2.5Y4/1)、 外面灰黄色(2.5Y6/2)を 呈する。18の調整は

内外面共にヘラケズリが施される。内面に黒斑あり。底径4,2cm。 色調は内面灰黄色(2.5Y6/2)、 外面

にぶい褐色(7.5YR5/41を 呈する。19の調整は内面工具によるナデ、外面ヘラケズリが施される。底径

40cm。 色調は内面黒褐色(10YR3/1)、 外面灰黄褐色(10YR4/2)を 呈する。20の調整は内面工具による

ナデ、外面ヘラケズリが施される。底径4.8cm。 色調は内面黒褐色(2.5Y3/1)、 外面にぶい黄褐色

(10YR5/3)を呈する。22の調整は内面ナデ、外面ヘラケズリが施される。底径6.6cm。 色調は内面灰

黄褐色(10YR5/2)、 タト面にぶい褐色(7.5YR5/4)を呈する。23の調整は内面工具によるナデ、外面
ヘラ

ケズリが施される。底径46cm。 色調は内面にぶい黄橙色(10YR6/3)、 外面にぶい黄褐色(10YR5/3)を

呈する。24の調整は内面工具によるナデ、外面ヘラケズリが施される。底径5,2cm。 色調は内面にぶ

い黄褐色(10YR4/3)、 タト面黒褐色(10YR3/2)を 呈する。25の調整は内外面共に
ヘラケズリが施される。

色調は内面にぶい黄橙色(10YR6/3)、 外面灰黄色(2.5Y6/2)を 呈する。26の調整は内外面共にヘラミガ

キが施される。外面に煤付着。色調は内面灰黄褐色(10YR4/21、 タト面にぶい黄褐色(10YR5/3)を 呈する。

27の調整は著しい風化のため詳細不明。色調は内面にぶい黄橙色(10YR6/3)、 外面にぶい橙色

(7.5YR7/3)を 呈する。28の調整は内面ヘラミガキ、外面ヘラケズリが施される。色調は暗灰黄色

(2.5Y4/2)を呈する。29の調整は内面ヘラミガキ、外面ヘラケズリが施される。色調は内面にぶい橙

色(7.5YR7/4)、 外面にぶい黄橙色(10YR7/3)を 呈する。30の調整は内面ヘラミガキ、外面著しい風化

のため詳細不明。色調は内面黒色(N2/)、 外面にぶい褐色(7.5YR5/3)を 呈する。32の調整は内外面共

にヘラミガキが施される。色調は内面黒色(5Y2/1)、 タト面にぶい黄橙色(10YR6/3)を 呈する。33の調整

は内面ヘラミガキ、外面には二枚貝による条痕が見られる。色調は内面黒色(7.5Y2/1)、 タト面にぶい責

橙色(10YR6/3)を 呈する。34の調整は内面ヘラミガキ・ケズリ、外面貝による条痕が見られる。色調は

内面黒褐色(2.5Y3/1)、 外面にぶい黄褐色(10YR5/3)を 呈する。35の調整は内外面共に著しい風化のた

め詳細不明。色調は内面にぶい褐色(7.5YR5/4)、 外面にぶい褐色(7.5YR5/3)を 呈する。36の調整は内

面ヘラミガキ、外面ヘラケズリが施される。色調は内面にぶい黄褐色(10YR5/3)、 外面暗灰黄色

(2.5Y5/2)を 呈する。37の調整は内外面共にヘラミガキが施される。色調は内面にぶい赤褐色(5YR5/41、

外面褐色(7.5YR4/41を 呈する。38の調整は内面風化のため詳細不明、外面ヘラケズリが施される。色

調は内面にぶい黄褐色(10YR5/3)、 外面にぶい褐色(7.5YR5/3)を呈する。39の調整は内面ナデ、外面

ハケメ14/cm)が施される。色調は内面黒色(7.5Y2/1)、 外面にぶい褐色(7.5YR5/41を 呈する。40の調整

は内外面共にヘラミガキが施される。色調は内面オリーブ黒色(10Y3/1)、 外面灰黄褐色(10YR6/2)を 呈

する。41の調整は内外面共に著しい風化のため詳細不明。色調は内面橙色(5YR6/6)、 外面明赤褐色

(5YR5/6)を 呈する。42の調整は内外面共にヘラミガキが施される。色調は内面オリーブ黒色(5Y3/1)、

外面黄灰色(2.5Y4/1)を 呈する。43の調整は内外面共にヘラミガキが施される。色調は内面灰黄色

(2.5YR6/動、外面にぶい黄褐色(10YR5/3)を 呈する。44の調整は内面ヘラミガキ、外面条痕が見られ

る。色調は灰黄褐色(10YR4/2)を 呈する。45の調整は内外面共にヘラミガキが施される。色調は内面
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第 9図 縄文土器実測図・拓影
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灰黄褐色(10YR5/2)、 外面にぶい黄褐色(10YR5/3)を 呈する。46の調整は内面ヘラミガキ、外面著し

い風化のため詳細不明。色調は内面にぶい黄橙色(10YR7/3)、 外面にぶい黄橙色(10YR6/3)を 呈する。

47の調整は内外面共にヘラミガキが施される。色調は内面黒色(10Y2/1)、 外面灰黄色(2.5Y6/2)を 呈す

る。48の調整は内タト面共にヘラミガキが施される。色調は内面暗灰黄色(2.5Y5/2)、 外面灰黄褐色

(10YR5/2)を 呈する。49の調整は内外面共にヘラミガキが施される。色調は褐色(10YR4/41を 呈する。

51の調整は内面貝による条痕、タト面ヘラミガキが施される。色調は内面明赤褐色(2.5YR5/6)、 外面灰

黄褐色(10YR4/2)を 呈する。58は深鉢もしくは鉢に属す。調整は内面ヘラミガキ、外面ヘラケズリが

施される。色調は内面にぶい黄橙色(10YR6/3)、 外面にぶい責橙色(10YR7/3)を 呈する。65は滋賀里

I～Ⅱ式に属す。調整は内面工具によるナデ、外面ハケメ17/cnllが施される。色調は灰黄褐色(10YR6//2)

を呈する。69は口縁部タト面に凹線が見られる。調整は内外面共にヘラミガキが施される。色調は内面

にぶい黄橙色(10YR6/3)、 外面灰責褐色(10YR6/2)を呈する。76は篠原式に属す。調整は内面ヘラ

ケズリ、タト面二枚只による条痕が見られる。色調は内面黄褐色(10YR5/3)、 外面灰責褐色(10YR6/2)

を呈する。81は滋賀里Ⅱ式に属す。調整は内面ハケメ(4/cm)、 外面沈線1条・巻貝による条痕が見

られる。色調は内面灰白色(2.5Y7/1)、 外面にぶい責褐色(10YR5/3)を 呈する。

浅鉢 (1・ 3・ 4・ 31・ 52～ 57・ 59～ 64・ 66・ 67・ 70。 73～ 75。 77・ 78・ 80)は、口縁部 (1・ 3・

4。 31・ 52～ 57・ 59～ 64・ 66・ 67)、 体部 (70。 73～ 75・ 77・ 78・ 80)がある。口縁部の形態は、

外弯するもの (1・ 3。 4・ 56)、 内弯するもの (31・ 61・ 62・ 63)、 直立するもの (57・ 66・ 67)、 突

起をもつもの (52～ 55)、 段をもつもの(59・ 60)が見られる。以下個々の詳細を述べる。 1の調整は

内外面共にヘラミガキが施される。口径21.4cm。 色調は内面明赤褐色(5YR5/6)、 外面にぶい赤褐色

(5YR5/41を 呈する。 3の調整は内面ヘラミガキ、外面ハケメ・ヘラミガキが施される。内タト面に煤付

着。口径 18.4cm。 色調は内面黄褐色(2.5Y5/3)、 外面暗灰黄色(2.5Y4/2)を 呈する。 4の調整は内面へ

ラミガキ、外面ハケメ後ヘラミガキが施される。内面に煤付着。口径20.Ocm。 色調は内面灰責褐色

(10YR5/2)、 外面灰黄褐色(10YR4/2)を 呈する。31の調整は内外面共にヘラミガキが施される。色調

は内面灰黄褐色(10YR5/2)、 外面黒褐色(10YR3/2)を 呈する。52の調整は内外面共にヘラミガキが施

される。色調は内面黒褐色(10YR3/2)、 外面灰黄褐色(10YR5/2)を 呈する。53の調整は内外面共にへ

ラミガキが施される。色調は内面黒褐色(10YR3/1)、 外面灰責褐色(10YR4/2)を 呈する。54の調整は

内外面共にヘラミガキが施される。色調は内面灰黄褐色(10YR5/2)、 外面灰黄褐色(10YR4/2)を 呈する。

55の口縁部に2条からなる凹線状の文様が見られる。調整は内外面共にヘラミガキが施される。色調

は灰黄褐色(10YR4/2)を呈する。56の調整は内外面共にヘラミガキが施される。色調は内面黄褐色

(2.5Y5/3)、 外面オリーブ褐色(2.5Y4/3)を 呈する。57の調整は内面風化のため詳細不明、外面ヘラケ

ズリが施される。色調はにぶい黄褐色(10YR5/3)を 呈する。59の口縁部に1条の凹線状の文様が見ら

れる。調整は内外面共にヘラミガキが施される。色調は内面黒褐色(2.5Y3/1)、 外面暗オリーブ褐色

(2.5Y3/3)を 呈する。60の調整は内面ナデ、外面ヘラミガキが施される。色調は褐灰色(10YR4/1)を 呈

する。61の調整は内面ハケメ(6/cm)、 タト面ヘラケズリが施される。色調は内面灰責褐色(10YR5/2)、

外面褐灰色(10YR4/1)を 呈する。62の調整は内外面共にヘラミガキが施される。色調は内面黒色

(5Y2/1)、 外面にぶい黄色(2.5Y6/3)を 呈する。63は外面に明瞭な接合痕が見られる。調整は内面ヘラ

ミガキ、外面ナデが施される。色調は内面黒色(10Y2/1)、 タト面灰責褐色(10YR5/2)を 呈する。64は外

面口縁部に沈線状の段が見られる。調整は内外面共にヘラミガキが施される。色調は内面にぶい黄橙

色(10YR6/3)、 外面にぶい責橙色(10YR7/3)を呈する。66の調整は内外面共に貝による条痕が見られ

る。色調は内面にぶい黄褐色(10YR4/3)、 外面にぶい褐色(7.5YR5/41を 呈する。67は外面に沈線が見
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られる。調整は内面ヘラミガキ、外面ハケメが施される。色調は内面灰黄褐色(10YR5/2)、 外面褐灰

色(10YR4/1)を 呈する。70調整は内外面共にナデが施される。色調は内面暗褐色(10YR3/3)、 外面に

ぶい黄褐色(10YR4/3)を 呈する。73の外面にヘラによる文様が見られる。調整は内面ヘラミガキが施

される。色調は内面灰黄褐色(10YR6/2)、 外面黒褐色(10YR3/1)を 呈する。74は縄文後期 (滋賀里以

前)に属す。外面に 2条の段が見られる。色調は内面にぶい黄橙色(loYR6/3)、 外面にぶい褐色

(7.5YR6/3)を 呈する。75の外面に小刻みなキザミメが見られる。調整は内面ヘラケズリが施される。

色調は内面にぶい黄褐色(10YR4/3)、 外面褐色(10YR4/oを 呈する。77・ 781ま橿原式上器の特徴となる

七宝文風の文様が見られ、滋賀里Ⅱ～Ⅲa式に属す。77の色調は内面黒褐色(2.5Y3/1)、 外面黒褐色

(10YR3/1)を 呈する。78の色調は内面黒色(7.5Y2/1)、 外面黒褐色(2.5Y3/2)を 呈する。80の外面に

2条の沈線が見られる。調整は内外面共にヘラミガキが施される。色調は内面灰黄色(2.5Y6/2)、 外面

黒褐色(2.5Y3/1)を 呈する。不明 (71・ 72・ 79)土器がある。体部が細片のために形態不明。71は外

面に2条の沈線がみられる。調整は内面ヘラミガキが施される。色調は内面暗灰黄色(2.5Y72)を 呈す

る。72は外面に1条の沈線が見られる。調整は内外面共に貝による条痕が施される。色調はにぶい黄

褐色(10YR5/3)を 呈する。79は外面に3条の沈線が見られる。調整は内面ヘラミガキが施される。色

調は灰黄褐色(10YR6/2)を 呈する。

第4層出土縄文土器 (第 8。 9図 )

深鉢 (17・ 21・ 50・ 68)は、日縁部が外傾するもの(50・ 68)、 底部が凹むもの(17・ 21)がある。17

の調整は内面工具によるナデ、外面ヘラケズリが施される。底径4.Ocm。 色調は内面にぶい黄橙色

(10YR6/3)、 外面にぶい褐色(7.5YR5/4)を 呈する。21の調整は内面工具によるナデ、外面ヘラケズリ

が施される。底径5.6cm。 色調はにぶい黄橙色(10YR6/3)を 呈する。50の調整は内外面共にヘラミガ

キが施される。色調はにぶい黄褐色(loYR5/41を呈する。68の調整は内面ヘラミガキ、外面貝による

条痕が見られる。色調は内面にぶい橙色(7.5YR6/4)、 外面にぶい黄橙色(10YR6/3)を呈する。

② 弥生土器
SKl出土弥生土器 (第 10図85)

85は弥生後期に属す、奏口縁部。外弯する口縁部から、口縁端部は屈曲して上方に向く。調整は

内面工具によるナデ、タト面ナデが施される。口径17.Ocm。 色調は内面にぶい責橙色 (10YR7/2)、 外

面にぶい黄橙色 (10YR7/3)を呈する。

第3層出土弥生土器 (第 10図82～84・ 86～ 91)

弥生後期に属す。82は壷口縁部。口縁端部に2

条の沈線が見られる。調整は内面ナデ・ヘラケズリ、

外面ナデが施される。口径12.8cm。 色調は内面に

ぶい黄褐色(10Yミ■ヽ 、外面にぶい黄褐色(10YR5/41

を呈する。83・ 84は甕口縁部。83は「く」の字形に

外反する口縁部から、口縁端部は丸くおさめる。

調整は内面ヘラケズリが施される。口径147cm。 色

調はにぶい責褐色 (10YR5/31を呈する。84は「く」

の字形にタト反する口縁部から、口縁端部は屈曲し上

方に向き丸くおさめる。調整は内面ヘラケズリ、外

面タタキメ (7cm)が施される。口径16.8cm。 色
調はにぶい黄褐色 (10Y]も/3)を呈する。86・ 87は

2

▼ 耳 TT竃

璃 9

0              10cm
と___ヽ___ェ __………」

第 10図 弥生土器実測図
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高郭脚柱部。86は中実の脚柱部をもつ。調整は外面ハケメ (10/cm)後ヘラミガキが施される。色調

は内面にぶい黄橙色 (10YR6/4)、 外面にぶい黄褐色 (10YR5/3)を 呈する。87は円盤充鎮法による

接合痕が見られる。調整は郭部内面ヘラミガキ、脚柱部内面シボリメ、タト面ハケメ後ヘラミガキが施

される。色調はにぶい黄褐色 (10YR5/4)を呈する。88～91は甕底部。88の調整は内面ハケメ、タト面

タタキメ 6イ9→ が施される。的 。色調は内面にぶい黄褐色 (10YR5/41、 タト面赤褐色 (5YR4/6)

を呈する。89の調整は内外面共に板状工具によるナデが施される。底径5,Ocm。 色調は内面灰黄色

(2.5Yν2)、 外面暗灰黄色 優.5Y5/2)を呈する。側の調整は内面ハケメ 16/cml、 外面タタキメ 14/cm)が

施される。底径3.4cm。 色調は内面灰黄色 (2.5YR6/2)、 外面にぶい橙色 (5YR6/4)を 呈する。91の

調整は内面工具によるナデ、外面タタキメ (3/cm)が施される。底径3.8cm。 色調は内面にぶい黄褐

色 (10YR4/3)、 外面明赤褐色 (5YR5/6)を 呈する。

③ 石器・石製品
SD2出土石製品 (第 11図92)

92はサヌカイト製、石鏃。五角形をなし、基部形態がわずかに快 りの入る凹基。長さ3.lcm、 幅

1。9cm、 厚さ0.35cm、 重さ1.49g。

第3層出土石製品 (第11図94～ 100)

94はサヌカイト製、石匙。基部に原面をもつ。長さ3.5cm、 幅8.05cm、 厚さ0.8cm、 重さ16.31g。

‐‐火ハ９》‐
吻

10cm
_____む

第 11図 石器・石製品・土製品実測図
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95。 96は磨石。共に表面に擦過痕が見られる。95は長さ(6.0)cm、 幅(7.5)cm、 厚さ(5.1)cm、 重さ306.4g。

96は長さ9,6cm、 幅(6.2)cm、 厚さ4.5cm、 重さ397.21g。 971よ石刀。先端部は使用による折損から、

二次的加工を施し転用品として使用されたと思われる。表面に無数の研摩痕が見られる。長さ(12.9)cm、

幅3.lcm、 厚さ(1.7)cm、 重さ113.83g。 98は土製玉製品。完形。長さ2.Ocm、 幅2.2cm、 厚さ1.65cm。

色調は灰色(7.5Y5/1)を呈する。991よサヌカイト製の石玉。円礫素材。長さ4.9cm、 幅4.6cm、 厚さ

4.3cm、 重さ132,72g。 100は不明。石皿の形態をもつが、使用痕のような擦過痕がうかがわしいこと

から不明とした。長さ8.5cm、 幅12.Ocm、 厚さ2.Ocm、 重さ381.45g。

第4層出土石製品 (第11図93)

努はサヌカイト製、石錐。涙形をなし、表面に原面をもつ。製作途中品とも考えられる。長さ3.7cm、

幅2.65cm、 厚さ0.2cm、 重さ5.47g。

6)ま とめ

今回の調査地は約30ゴ と狭除であったが、縄文時代晩期前半の上媛墓2基を検出するなど、大き

な成果を得た。ここでは箇条書きに調査成果をまとめておきたい。

(1)最近今回の調査地付近では下水道工事が頻繁に行われており、それに伴う発掘調査も進展して
いる。近年まで道路下の工事は活発でなかったため遺物包含層はよく遺存している。下図には下水道

調査で縄文期の遺物包含層が検出された範囲を図示してみた。北側の晩期前半の文化層範囲には、S

地点で検出された土媛墓が対応するものと考えられる。いっぽう、調査地のすぐ南側道路周辺では第

11次調査で人骨が出土している。南側道路下の晩期前半文化層の範囲とを勘案すると、概ね網目で示

した範囲にS地点とは別個の墓域が推定できる。

(2)出上した土器は、深鉢・浅鉢の口縁部形態、底部の形態、調整法などから、一部後期に遡るも

のや滋賀里Ⅱ式に属するものがあるが、主体は滋賀里Ⅲb式、篠原式中～新段階が占める。今回図示

しえなかったが、土墳墓の埋土から該期の上器が出上し、第3層出土土器の年代観からも該期の営造

と考えられる。

2次 (S地点) i晩期包含層

湛1 1す
晩期の墓城

第 12図 縄文時代晩期の墓城推定図
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隠熙港手 辟iX/7 穏怖名 潜 機 4 幽土年月 Fl 罐類 齋材 重 さ 備 考

I ド臣 籍3層 ド面 (石器 ) 21114 東な サヌカイト S686 慕 lrFl芝こ原面 ^
2 ″砥 畜s層 下商 策1)十 サヌ狩イト

″1玉 聴3態下商 21114 剥片 リヌカイト 2,9Cl 二辺に原 面 ^

4 ⅣFX~ 範3鐵下面 景
‐
面調磐 サヌカイト 20F

W区 維 R超
″
F瀬 14 騨I片 サヌカイト 8.47

6 ″区 第$層下蕊 021114 剥片 サスカイト 957 一ittに 1京藤ハ

7 rt涎 蔑負磯 f雨 う211 翻 府 サヌカイト 27t

W区 駐A層 ド面 )21114 駐け, サヌカイト 1469

9 W腫 盛3脳 下雨 )21 1 lrl 剃片 リヌカイト 4.91i ―都 |こ策節小風イヤ

WК 鶴3閣下函 瓢 片 チヌカイト 201

耳区 絡3題 下面 急1持 Wヌカイト ti`35

W区 第3鱗 下面 021114 静IX・ ‐ナヌカイト 435

と3 Wiエ 籍8解 下顧 0空 と114 醜器
'テ
ヌカイト と101 ンJすこ原雨 弱魂歴滅

Wr 雛 偽層 下面 021114 剤 洋 芳ヌカイト I^7壌 風 化 ぉ

1う W区 籍今薦下函 091114 剥チミ サヌカイト ti.87 移 蕊 tr輝面

W区 議 員選 下 練 諸1)す サヌカイト 3_1 ―ジ」に

'薫

雨

17 WIヌ 第3rFiS(輩 ～下麟 ) Э21113 期 片 サヌカイト 0,S( ″i登に原面ぃ

W区 第3購 F中～下農 ) 021113 刻 片 サメカイト 08〔 衰面に原盃ヘ

W医 統3層 (中～ ド届 0211工I 菌1片 サヌカイト

W僚 縮 白層
'|'―
■f発彗薄 妥可民

‐
すヌカイト 表面 tこ原面.

Wi・k 舗3藩 ⅢⅢヽ 下緩) 021113 剥 片 すヌカイト 築面 |こ棘面⌒

AヽF必 範3磨 Ⅲl― 下麟 ) 021113 誘∬掛 サヌカイト 差 lFIIに顕 lAl^

増 麻 笛3矯 (中 ヽ ド麟 13 葉雪チヤ lIヌカイト と,l18

平!玉 箱3罵 中～ 下層 ) 1211と 3 剥片 ナメカイト O li4 装面に原面 .

2 VII 籍3層 rr4～ T趨 i )を 1113 鍋器 サメカイト 礎片^

戸IX 第 al~X 中～ 下騨 I● ll H ‐ケヌカイト 09(I 奉 縣 ケr障 lal

下t狂 聴3層 lr f～ 下層 〕!k113 崇I片 サヌカイト 1.39 表函ほ原凝i企

ド 区 第3癖 Ⅲ～下癖 〕!il13 刺片 サヌカイト l´ 55 ―…itt tこ す票面

ド rF~ 籍6題

'～
下麟 ) F・ li片 け

‐
ヌカャF li 92 一ユフJとこ原面

ぼ区 霧患魁 中～ 下層 〕之1113 謝 片 チヌカイト 6.87

W14k 聴1痛 中～ ド癬 〕21113 報片 ケヌカイト 241

W廣 籍3癖 坤～下嬉 ) 静1舜 すヌカイト 134 ‐一;Itこ原面F′、

Ⅲほ 魂■鐵 緯～ ド縛 Ⅲ 〕21113 剤片 ナヌカイト 2とさた五tイな

ⅣIX 擁3脳 Ea l～ 下届 ) う211■ 1 翻片 サヌカイト l146

W怪 鷲1騨 卜稲 021115 確と片 チrkカイト 0.72

tF郎 |ユ畿〕 蘊3鱒 ド雨～鏡4騨 議1‖ すヌカイ1 19_2t 警 rn~とこl東穏 ´

0医 箱獲艤 Ⅲ面 O修 1115 票韓ナ子 すヌカイト 1ィ 67

B区 籍4縞 五面 021115 刈丼 →―ヌカイト 12_0よ 風イ佐

E区 霧孝騒 丘涌 :〕21115 壽1片 →チヌカイト

じ区 絡4層、工面 D21115 剰 片 サメカイト 6_3ξ

εレ【 範な爛_i面 pall15 剤賠
‐
ケヌカイト 9ウ4

1「 籠 A趨
'ti

4Ⅲ ,1 欝|,| チ`ヌカイト ,烹 一ゼJtと ,東 r面 .

E区 第1層 上蕊 2111る 東 石 サヌカイト 49.06 を 静〒子と
'泉

面 、

E区 痛お薦
‐
F面 ,21114 原 石 チヌカイト t01.87 喪画 tこ原面

一ス 子護 t脇 ド 脚t片 サヌカイト 125 泰 雨 と原面´

胚 籍3嬢
~ド

函 2 瓢 片 サヌ鶯イト ら9F 差 面 こ
「
質黒π

圧 籠3解 下lFIR )2111桂 期 ,キ ～佑ヌカイト 3_l13 一辺 ti原面.風化 .

E藤 塩急鱚 下再 14 雨イす ‐けヌカイト ゼ768 〕́ た票 源 、

E区 鶏8用 F面 21114 鶴部調整渕片
‐チメカイト 348

i区 驚3購 下面 14 神I片 マリヌカイト 71心 一辺 tと原面

鶴お脳 (暴色粘■)上屈 }を 1とと2 石裕 チヌカイ 191 揮体豫中の事故島 ^

窮お購 (黒邑雄 上)上罵 れとk包 設」舛 サヌカイ| 6,71 辺́ |こ原面“
箪3鰯 (黒れ雅キ↓L層 )2と と1笠 整け十 けヌカイト 1_48

範B鱚 (巣色総■,生尾 ,21112 剰 片 すヌカイ 814 葬 i雨 と距 面

穣8展 (IP俸、粘十)と尾 )2と 芸12 利), ‐チメカイト 岳56 喪im‐ こ原面

第3層 (黒色粘土)上層 剤片 づヌカイト 権 trlR と,票綸帝

57 縮3局 〔黒俸.雄 I:)ll犀 021119 原看 サヌカイト 1442 一―菩岳こ摩滅
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媒(0区 第3層 r伸～ ド展 ta 剤 片 サヌカイト

茂 (じ)区 第3局 中～下隠 I 啜 tl 芳メカイト 66_05 騨1面。装面に原面ぃ

斑Fa医 霧3層 中～ 下層 i tl 測片 チメカイト 2_80 frtttと ,東 面 ^
棄 (E)区 籍3腐 中～下屠 ) 環石 サヌカイト IS6.93 働I面・表面に環 nB

睫 (Ё)L 第3藤 中～下層 ) 113 薄I片 リヌカイト 8.79 ―捌に煉面 _

項(E)医 難3層 坤～下罵 18 剥 居 づヌカイト 569 辺に原 lh‐ .
6 東 (E)瓜 籍3篤 F中～下層Ⅲ 剤片 チXカイト 8`04 裳面ほ版面ィ

葉rE)F 籍S層 (中～下層 113 測 汁 サヌカイト と4.1

慕(E)区 籍3層 ltl～下嬢 剤 片 サヌカイト 6・ 64 …12に原遜

東(麟区 絡3縛 (中 ～下層Ⅲ 稼1,主 サヌカイト 1242 菱面 1と漂 lf4
電 (EⅢ 区 第3層 中～下層 ) 門片 ジ

‐ヌカイト 7.1 一 抑 とこI京 編 .

蘊(0)区 籍3層 (中 ～下罵 該1)十 サヌカイト ら息ラ ―― 麹 に 原 面 ぃ

電(E)区 第3層 (中～下運 | 刈片 ヲ
‐
ヌカイト 84( 鰤ilb~・ 表面ここ陳雨 ^

度

`と

E)区 第3簿 (中～下層 ) 削器 サヌカイト 20.1 ‐

"|こ '1穏
:

衰 (E〉区 籍3躊 (中～下懲 肖|:器 サヌカイト 90,93 一辺 tと原面^製作途やか
苗 W区 第3篤 (lt4～ 下位層 ) 剤 片 リヌカイト 0,S`

(西)W区 籍3婚 (中 ～下位薦 ) 剤 片 サヌカイト 0_8と 一 i乃 ,こ藻 面

(函)W区 絡3藤 中～下位膳 ) 細器 チメカイト 彼府 ^
西 W区 第3婚 中～下位層 ) 謝片 チヌカイト 1,07

W医 籍3鐵 中～下イ立濤 ) 腋けi チヌカ/Fト 501 巌 断 に 距 面 lfltイ イ

透 W区 魂兌llVi rrll～ 下待 圏 】 劉片 チメカイト 4.89 一運に原面ぉ

西 W区 覇息層 申～下位騒 ) 剥片 サヌカイト 1.79 装赫にI五置^
藤 Wr 鶏3層 中～ 下位層 ) 観部調整剰鳥 サヌカイト 3.67 一),に 原 面 ^風イ″

西 軒 区 第名簿 中～下イ立磨 剥片
‐
サ
‐
ヌカイト 1_flF 敵イと、

(西 )W区 窮お層 中 ～ ド付 層 瓢片 サヌカイト 334
W区 第3鱚 中～下位鱚 剥 片 すヌカイト 109 風イ″.

(齋)W区 TFiR慶 LI～ ド締 酪 ま1)士 サヌカイト

llLt WLX 窮3層 中～下位遷 2 瞑 石 チメカイト 11,95 ――芝Eイと原面

薄 W区 第3層 中へ下位麟 郡 片 サヌカイト 1165 一拶 そこ原面

(再 )W区 第3層 (中 ～下位層 剥 片 すメカイト rD 8C 一 i"l_腫 誦 、

(l14)W区 密3撻 (中 ～下イサ層 斑片 サメカイト 一適とこ原面ぃ

(濁 )WiI 覇3rFF 社～下r立層 l ti 和I片 ―1/ヌカイト 6.さ 9

(酋 )W瞬 籍3鵜 中～下位層 剤 片
‐チヌカイト 1202 ―‐irJヶと原面、

(lh‐)I医 統3嫡 中― ドイ立藩 13 穆1井 ; チヌカイト 5,31 鳳rヒ
^

(西 )W肛 籍3矯 中～下位層 予r片 サヌカイト 終Ⅲ95 一―辺 tこ原諏′、

(西 ,W区 第3麟 中～ ド位届 ta 談lllキ サヌカイト lJR化。

(PIT)W腫 鶴3躊 中～下イ立届 剰 片 サヌカイⅢ

(西 )W区 統3璃 中 ～下イヤ選 13 翔 片 サヌカイト 15t

で西〕W,< 第3層 (中 ～下位癖 ; 該1片 サヌカイト 3.1 Щイと.
西 W睡 籍3膚 や～下仕口I 孫障絡調鞠 1猪 すヌカイト 風イヒ“
i西

'W区
第$矮 中～ Ff立懸 禁露峙

‐
サヌカイト 2.23 装面 :こ原面

西 W際 第3層 41～下位層 13 紳詢翻 整剤片 すメカイト と,71

(藤)W区 第3燒 中～下位鱚 13 剤 汁 サヌカイト ‐辺に原 rm‐Ⅲ

(顔)w盛 猫3層 碑再～ fFサ嬢 剤ユi‐ チメカイト 1.53 ―辺 に原面 .

(西〕W区 第3罵 神～ 下位層 ) 13 承導ナ: サヌカイト 6也
`

整面に原補 _

(lld)W区 縦 R騨 IIB～ T倖 届 再 朋 器
‐ケヌカイト 4字 at 主男,こ 簾 lrrl

(穏 )w座 篭3嬢 中 ～ 下 イヤ嬉 騨1片 チメカイト i S3 …辺に原函′

(西 )WIX~ 霧3嬉 fll～ 下位層 ) 2 13 当I器 ヴ
‐ヌカイト 8.68 刃粗應滅ゎ風イ佐_確片^

(西)W瓜 第3rgF l11～ 下イ士層 ) k3 剥 片 チヌカイト 5,9至

西 W区 第3層 (lⅢ ～ ド位磐 2 13 瀬i丼
‐

チヌカイト S.B2

lrH‐ ヽ N 第3磨 部～下位鰯 剤 片 ナ・Fkカイト 2_15

(西 )W区 第3巌 中～ 下怜 爵Ⅲ 2 票 Fl サヌ簿イト 2399 邊に原顔 .

X 西 W区 第3庸 中～下位癬 ) )2 13 子lRI講華 すメカイト 7_34

画 W廷 斃3嫡 中～下位層 2 13 原 石 やヌ/」イト 31 00 苺 ittに原商i、

1 画 将ViX 霜3麟 中へ¬f位鐵 を3 貢 石 サヌカイト 11 50 表Hc任原面か

と 3 (繭 ,W盛 霜3層 中へ下位癌 )2 13 剥片 づ
‐
メカイト 9.21 …pに原蔚 ^

(西)W区 甕8麟 中 ～ ド絆 解 泉rt 1/1ヌカイト 6.77 渋繭任原函 .

1 西 W駆 嘉3層 Ctl～下位熊 ,2 車 .ru サヌカイト 7,93 装面に原� _
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1(| E区 第3燿 中～下層 J A К石 サメカイト 11 35 装誦に燥面

一人 篇3藤 III～ 下層 ) 3 1至 Fl ナヌカイト 295 要 i篇 1こ原 I面ぬ

EI温 籍3疇 (中 ～下購) 3 副片 すヌカイト 2.01 一二
',に
療蔽ぃ

iИ 窮お脳 中～下趨 ) お 原石 チヌカイト 4216 …普51こ原離.

丘π 転3騨 (「Ⅲ～4用 )21 3 康 j石 サメカイト 7 3& 終蕊に原遜、摩滅

12k l・ L 第3層 t中 ～ ド鐵 ) 3 表け

'す

41ヌ カイト 23( 迪 tと原面 .

隠 轄3鰯 (中 ～
~ド
層 ) 3 翻片 サメカイト 1 96 一辺 tと原面か

区 納3層 (中 ～下層 : B 静十普 すヌカイト 6R:

E区 第岳鰯 (中 ～下層 ) 3 劇 月 チメカイト 3.65

籠1嬢 (「Ⅲ～下嬢 ) 1 Ⅲ 剥片 ナヌカイト 1_T3 題ヽ fi4.

a磁 筆T:l局鬱 中ヽ下層 ) 白 剥 片 サメカイト 223 苺 IIITとこ燻面

E区 窮3薦

`中

～ r層 3 剰片 リヌカイト ツS.73 iア用と,東 涌

EIエ 籠虫s rflt～ 下扇Ⅲ 3 剤 片 チXカイト 1917

12C
一ス 蹂ヽ il猟彎 中～下淫 ) ふ も 1無 サヌカイト

E区 籍3熊 (中～下層 ) 0,1113 鎖Iテ t “けヌカイト …辺に原面今

とほ 続3層 (中～ 下懸 ) 東 石 ナスカイト ,負 95 叢雨に原面 _

132 EIЦ 鎮白閣 で中～ 下隠 ) 021113 石 鶏 チメカイト を6.31 ―ジ
'L漂
癒

(柳1瀧 ) 聴3購 肉 (黒韓土 ) 〕を1112 素H片 サスカイト 075 ネ辺に原繭

tF碑 II鋒 ) 魏3鰐 内 (黒絶 1 )Otl12 剥片 サヌカイト あ とな lk・面 Iこ庶雨ハ

側 溝 籍3層内 (黒絡■) 091112 議1卜子 サヌカイト 14_SΞ 喜tAIに原面^風 1とぉ

イ碑|イ歯 範魯購内 (黒粘上 ) 091112 練石 すヌカイト 13.41 一辺に療面 .

(排上 縮忠躍 り
‐ヌカイト

(蒻,11 鶴3届 驚i片 サ凛カイト

(湘 I‐■ 第3矯 021118 該けi
'ナ

ヌカイト ―遵に原面。

(研♯111) 絡3屡 魏片 サヌカイよヽ 4_42 褒面ti原藤ぃ

(DⅢ■ 籍3層 剤 片 チメカイト ii_: 繕 II‐に原面 .

f41tt i 第3麟 ひ會1118 髯H勢津? サ
‐
ヌカイト Z.59 =諄愚すこ療 rr4^鞘身

'十

^

(拶

“

:士 :
ぉ

“

!ヽ騨 ぶ 剤 片 →
'‐

ヌカイト 8.3C

(排 十 争孝11負導 〕2子 1lA II I H‐ →ヌ`カイト

(雑 11 義全購 021118 剛チ| チメカイト 50(
'4イ

14

4 (1,携 Ⅲ…Ⅲ 窮B熊 021118 煉 石
～チヌカイト 3.71 側面・装面 tと麻面ぐ

了 (41オ 蛋1) 第3窮 |ど 112( 剤片 チスカイト

lltt rt) 絡み攘 執1ユ; 91

缶I〕 2(令〕 0ど 1118 獲簾 llヌ カイト 1,49 尭影ら

筑4層 iれ 石鐘
‐
ケメカイト 547 喪面 Iと原面 r

3解 (中 ヽ下層〕 21113

0と kl14

26 8tI21112

331.46

覆W医
021113(中 ヽ ド位嬢 )
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馬場川追跡第13次調査出土の人骨について

土境墓 I(1号人骨)縄文時代晩期
安 部  み き 子

(大阪市立大学院医学研究科器官構築形態学講座)

出土状況 :頭位は東で、頭骨は南を向き、右の上肢骨

は上腕と前腕の骨が平行して出土していることから全屈

していると推測されるが、左の上肢骨は保存状態が悪く

観察できなかった。下肢骨は膝関節と足を揃えた状態で

屈曲し、膝関節は北に倒れている。体幹は肋骨の一部を

除いてほとんど喪失しているが、四肢骨の状況から、仰
1号正面

臥位に埋葬されたと推測される。

出土部位 :脳頭蓋はほぼ完全に出上していたが顔面頭蓋の破損は大きく、遺存部位は上顎骨に釘

植している右犬歯から第1大臼歯までの歯とその歯槽部の骨組織で、下顎骨は左第1切歯から第2大

臼歯までの歯、右第1、 2切歯と歯槽部の骨組織であるが、下顎左犬歯はすでに脱落しており、歯槽

も閉鎖している。脳頭蓋は左上方から土圧を受けたと思われる変形が大きく骨計測はできなかったが、

顎骨に釘植していた歯は保存状態が比較的良かったので咬耗程度の観察と計測を行った(表 1)。 左側

の上肢骨で同定できたものは携骨のみで、撓骨頭と茎状突起が破損している以外はほぼ完全な形で出

上している。右側は上腕骨の上腕骨顆、尺骨の肘頭、榜骨の携骨粗面から約5cm骨幹が遺存している

が、骨表面の風化が著しいため骨計測はできなかった。手の骨格は同定できる骨片が検出されなかっ

た。下肢では寛骨の一部が遺存しているが大坐骨切痕は破損し、大腿骨、腫骨と勝骨の骨幹は破片で

遺存し、骨端の損失が大きく大腿骨のみ左右の骨頭が出上している。発掘時に右大腿骨全長をコンベ

ックスで計測した値は44cmで、計測誤差は大きいがこの値から身長を算出すると男性の場合は

164cm、 女性の場合は158.4cmで あり、160cm前後と推定される。足の骨格は距骨が左右とも滑車

の一部と左踵骨の踵骨隆起のみが遺存している。

年齢と性の推定 :年齢は第1大臼歯の咬耗面から25才前後と推定される。性は眉上隆起が発達

していることより男性の可能性が高いと推定される。

土境墓Ⅱ(2号人骨)縄文時代晩期
出土状況 :頭位は東で、頭骨は外頭蓋底と下顎骨左側

面を上にした状態で出土している。左の上肢骨は保存状

態が悪かったが中手骨が頭骨の左横から出上しているた

め、上肢を体幹に添わせ肘関節は全屈していたと考えら

れる。右上肢骨は上腕骨が胸郭の下にあるが前腕は胸郭

の上にあり、後方から腹部に位置していることから、肘関節はゆるく屈曲していたと思われる。骨盤

は左右の大腿骨と関節した状態で土媛の北壁に寄り、左下肢骨は腹部に添うように股関節も膝関節も

強屈しているが、右側では股関節が直角に膝関節は上に向かって屈曲している。これらの出土】犬態か

ら、体幹は南向きの半横臥で下肢は胡座をかいた状態で埋葬されたと推定される。また、埋葬されて

いた土城の西側の約1/4か らは人骨および遺物が出上していないため、この領域に関する検討が必

要である。

出土部位 :頭骨はほぼ完全な状態で出上しているが保存状態が悪く骨計測はできなかったが、顎骨

に釘植している歯は良く保存され咬耗の観察と計測を行った(表 1)。 上顎の歯は左右の大歯と右第3

1号顎骨
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大臼歯以外はすべて釘植している。また、左第3大臼歯は   表 趨ヽ硼測値
前出が完了していない。下顎は左右ともに第1切歯から第  一一―エーー

蔦琴琴r~罹憂琴匡

魂班継 臨8駅辮霧ぞ
1鞠
が
~耳
師

範 Iぽ雀ず鑑 瓢 融 豚 亀該 藷 軽静
も閉鎖していることより抜歯の可台旨隆が考えられる。体幹    Ml 誓醒急後  1浄 ;息    |:::

督μ是督警振耳凛言〉凝発鍵ま策!光F暑君去蟹晶音ほ   下ξ
: 患§ξそ       

】
ξ::

両骨端の破損が大きく骨幹も保存状態は悪い。尺骨は肘頭    御 彊轟億径  争患孝患監

黙啓朧瀦筆慇撻駆詮竪雛 血m議
緒
綴

観 をt:顧駆 勧鰍 諜 品 格m竣 睡渡はできない。左右ともに長骨は骨端の損失が大きいが、比   鎌位Inl猾
較的骨幹の保存が良かった右大腿骨と腫骨について骨表面の観察と骨計

沢Jを行った(表 2)。 大腿骨の殿筋粗面と粗線、腫骨のヒラメ筋線と鉛直 壷生空聖蟹笙聖略訂¬下
線(veriCЛ linoの発達程度は平均的である。大腿骨の骨幹中央の中央

横断面示数(柱状示数)は 106.8で、骨体上断面示数(扁平示数)は 83.8で扁   議醤箕織径  ユ&子:

平大腿骨である。睡骨の中央横断示数は74.20で正怪となり扁平度は低

い。計測誤差は大きいが発掘時に右大腿骨全長と右腫骨全長をコンベ

ックスで計測した値は前者が37cmで、後者30cmである。男性の場合、大腿骨で推定すると150。9cm、

睡骨では149,94cmと なり、女性の場合は大腿骨では144.8cm、 睡骨では145。33cmであった。足の骨

格は同定できる骨片がなかった。

年齢と性の推定 :年齢は第1大臼歯の咬耗面から30才前後と推定される。性の判定は寛骨の復

元ができなかったため確定はできないが、眉上隆起の発達が悪く女性の可能性が高いと推定される。

人骨の出上部位→

(ア ミロ部分)

1号人骨 2号人骨
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調査前の状況 (東 より)

遺構面 I掘削後状況 (西 より)
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第 3層内土器ほか検出作業
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遺構面Ⅱ 検出状況 (西より) 遺構面Ⅱ 検出後状況 (西 より)

土媛墓 I(SK4) 土媛墓Ⅱ (SK3)
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第 3層内遺物出土状況 (西 より)

第 3層内遺物出土状況近景
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第 3層内石刀出土状況
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土漿墓 I内人骨検出作業

土媛墓 I内標石検出状況

土壊墓Ⅱ頭骨検出状況
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SK2内遺物出土状況 (西より)

調査地南壁断面 (黒色土が第 3層 )

市立縄手南中学校生徒現場見学
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第 3層出土浅鉢 (1・ 3・ 4)深鉢 (2)
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SK2出土浅鉢 (5)第 3層 出土深鉢底部 (6)
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第 3層出土深鉢底部 (7～ 15)

第 3層出土深鉢底部 (16・ 18。 9)
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第3層 出土深鉢底部 (22・ 24)第 4層出土深鉢底部 (21)

27

第3層 出土深鉢 (25～ 30・ 32)、 浅鉢 (31)
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第 3層出土深鉢 (33～38'43・ 44)

第3層出土深鉢 (39・ 41・ 42・ 45'46)第 4層出土深鉢 (50)
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第 3層出土深鉢 (40。 47～ 49・ 51)

第 3層出土浅鉢 (52～55・ 59'60・ 64.)、 深鉢 (69)
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第 3層 出土浅鉢 (56・ 57・ 61～ 63・ 66・ 67)深鉢 (58・ 65)第 4層出土深鉢 (68)

79

に 73

第 3層出土浅鉢 (70'73～ 75'77・ 78'80)深鉢 (76・

-67-

81)



図
版
１２
　
馬
場
川
遺
跡
第
１３
次
調
査
　
迫退
物

84 9ユ

第 3層出土弥生土器壷 (82)、 甕 (83・ 84) 高郭 (86・ 87)奏 底部 (90。 91)SKl出土奏 (85)
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第 3層出土焼土塊
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第 3層出土石匙 (94)、 石刀 (97)、 土玉 (98)SD2出土石鏃 (92)

第 3層出土磨石 (95'96・ 99)、 石皿 (loo)
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第 6章 水走氏館跡第3次発掘調査
1)は じめに

水走氏館跡は、東大阪市五条町に所在する平安時代から江戸時代にかけての居館跡である。東大阪

市内では128ケ所の埋蔵文化財包蔵地があるが、その中で居住した氏族の名称が判明しているのは、

善根寺町6丁 目の足立氏館跡と、水走氏館跡の2ケ所に過ぎない。水走氏は平安時代末期から室町時

代前半にかけて東大阪・八尾 。大東にまで活躍した有力豪族で、枚岡神社の祠官を勤めた。F水走文書』

に「五条 屋敷一所」として(寝)殿 。廊・惣門 。中門 。上屋・厩屋・倉・雑舎などの建物が記されて

おり、土豪の居館の状況を知る貴重な資料となっている。今回の調査地の北に水走氏墓塔が隣接する。

なお、「水走氏館跡・墓塔」は平成13年 10月、東大阪市文化財保護条夕Jに より史跡に指定された。

水走氏館跡では、昭和48年度に2本のトレンチ調査(第 1次調査ぅが実施されて以降、調査例はなかっ

たが、昨年(平成13年 )1月 から2月 にかけて今回開発地の北側に位置する共同住宅建設に伴い第2

次調査が実施された。第1次 。第2次調査の結果、室町時代後半以降の遺構は確認されたが、文献諸

資料に頻出する鎌倉期の遺構は確認されていない。むしろ、調査地の西側で近世期に大規模な整地優

敷地の再編)が行なわれた結果、鎌倉期の遺構が滅失した可能性が考えられている。第2次調査報告で報

告者は「中世期の館の中心部については南側の畑地など近隣の場所に求められる」と指摘している。

この「南側の畑地」こそ今回の調査地にあたる。したがって、今回の調査では鎌倉時代遺構面の追究

が期待されたところである。

第 1図 調査地位置図

-70-

捜
咽
鐸

縛
潮

ヽ

|

ぐミ

馘抑聟

一

冑



平成14年3月 、東大阪市五条町1320-2番地ほか5筆において、宅地造成工事に伴う「埋蔵文化財発

掘の届出」が個人開発主から提出された。宅地造成工事終了後の建築工事については、開発地一帯

に大規模な盛土工事を施し、地下の埋蔵文化財には支障ないと考えられた。いっぽう、開発地は大きな

傾斜面があり擁壁工事を隣地境界に施工する内容となっていた。東大阪市教育委員会では、擁壁工

事箇所での埋蔵文化財の状況を把握するため確認調査が必要な旨、届出者に通知した。確認調査は

平成14年3月 26日 と4月 18日 に実施した。調査の詳細は別記のとおりで、鎌倉時代の土坑状遺構を検

出するなど大きな成果を得たが、遺構検出箇所は幅lm以下の下水管埋設部であり、遺物包含層は隣

地境界にいたる崖面に堆積した二次堆積層であったため、工事の実施を了承しつつ、宅地造成工事

の期間中全てに立会調査を実施することで双方合意した。

2)確認調査の概要

3月 26日 に、下記の段 Iを姑象に1.5m× 4.Omの東西 トレンチを2ヶ所設定して調査を実施した。東

トレンチでは、地山層の傾斜崖面に中世期の遺物包含層を検出した。崖面のラインに沿って遺物包

含層が堆積し、また遺物包含層自体がシルト質土層ないし細粒砂層で構成されるため東側上面から

の流れ込みによる堆積層と考えられた。西トレンチでは、中央部地表面下0.5mで黄灰色粘土質シル

トないしシルト質細粒砂を埋土とする土坑状遺構を検出した。土坑内の埋土は炭化物を多量に含み、

中世期の土師器皿が3枚重なった状態で出土した。

4月 18日 に、段 I・ Ⅲを対象に1.5m× 2.5mの トレンチを4ケ所隣地境界の崖面(擁壁工事箇所)に設

定した。l回 目の確認調査とは時日を要しているのは、当時段Ⅲには花井が植わっており、調査が

できなかったことによる。段Ш南端崖面のトレンチ以外では、すべて地山層の傾斜面に沿って中世

期の遺物包含層を検出した。遺物包含層はいずれも中礫ないし中礫混じりの粘砂層で上記と同様、

上部からの流れ込みによるものと思われた。なお、確認調査の結果に伴い、遺物包含層が検出され

なかった段Ⅲ南端崖面の擁壁工事は慎重実施とし、立会調査は実施していない。

3)立会調査の概要
① 擁壁工事
擁壁築造に伴い、現況の畑地崖面の掘削作業に立会した。出来得る限り遺物の採集につとめたほか、

壁面地層の略測を行なった。崖面下部は近現代の開墾・耕作作業のため大きく攪乱されているため

遺物採集や壁面略測は平坦地側に近い壁面を中心に実施した。掘削工事の箇所ごとにA～D地区と

仮称する。また、開発地には3段の畑地がある。中央の段地を「段 I」、段 Iの東側段地を「段Ⅱ」、

段 Iの西側段地を「段Ⅲ」と便宜的に呼称する。擁壁工事の立会調査は、平成14年4月 10日 ・15日 ・

23日 。26日 ・5月 27日 。28日 の6日 間実施した。

A地区 水走氏の墓塔すぐ南側の東西トレンチを呈する。tt Iの北端部。東端のB地区境から西ヘ
掘り進めた。工事掘削深度は約lmo A地区のほとんどは表土直下に地山層が露出していた。西端部
で鎌倉時代の土坑状遺構を検出した。遺構内から瓦器?と土師器皿が一括出土した。壁面観察から、

土坑状遺構は一辺約2.6m、 深さ0.5mを確認している。断面形はW字形をなし、大土坑と小土坑が切
り合うことが考えられるが、切り合いは不明である。遺物は南側の大土坑から出土したものが多い。

B地区 A地区東端から段Ⅱの西側にかけての南北 トレンチを呈する。工事掘削深度は約4m。 大
地区東端境から掘削を行なう。B地区の北東角では表土層と地山層の間に灰オリーブ色(7.5Y4/2)シ
ルト質細粒砂が介在し、そこから微量の後期弥生土器、多量の古墳時代の上師器・須恵器が出土した。

ただ近世期の染付碗片も含むことから、江戸期に包含層ごと再堆積した層、すなわち客土層である

ことが判明した。客土層はごく一部に分布するにとどまり、以南部では約30～40cmの表土(現耕土)
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層直下で地山層が露出していた。南部への掘削においても層位に変化が見られず、プライマリーな遺

物包含層及び遺構面は開墾作業で滅失しているものと推定されることから、B地区中央より南側は慎重

工事にするよう指示した。客土層の広がりは近時まで存在した里道と一致することから、里道ないし

旧の里道築造時に盛土されたものと考えられる。なお、この客土層の遺物出土状況は第2次調査と同

様である。

C地区 段Ⅲの西側崖面をコの字形に廻るトレンチを呈する。段Ⅲの北側、西側では工事掘削深度
約lm、 南側では深度約3m。 南側は4月 18日 の確認調査の結果、とくに重要な遺物等出土していな

断面a

GL l耕土~F=デと三二茅三三環ョ
~＼

一

こ
~~¬
断面e

溝 (近現代)

10m と_____g蓄誼圭■ γ6明黄褐色粘土混じ?巨礫

第 2図  トレンチの調査状況図
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いため、立会調査の対象から除いた。C地区】ヒ側から掘削を開始した。北側から中央付近までは表土

直下地山層で遺物の出土は目立たなかったが、中央やや南側から、古墳時代の遺物が集中して出上し

た。とくに円筒埴輪が含まれており注目される。遺物集中箇所の層位は、

第 1層 表土(現耕土)第2層 床土   第 3層 5Y3/2オ リーブ黒色粘質砂
第 4層 5Y3/2オ リーブ黒色砂混粘土  第 5層 10YR3/2黒褐色シルト質粘上 であった。
壁面観察の結果、第5層には中量の炭化物が含まれ、そこから古墳時代遺物が出土している。工事の

掘削深度が第5層の下部に及ばないため詳らかにしないが、この層はプライマリーな遺物包含層の可

能性があり、また遺構の埋土とも考えられる。

D地区 段 Iの南部にわたる東西 トレンチである。工事の掘削深度は約2,7mに及ぶ。tt Iの平坦
地に近い側、北壁断面の精査を中心に調査を行なった。精査の結果、段 Iの造成は少なくとも2時期

にわたり、各時期の石垣が検出された。古段階(近世期を遡らないと考えられる)の石垣造成に伴う地

山の傾斜ラインで中世期の平瓦をはじめ羽釜など中世土器が出上した。古墳時代の遺物も混在する

ようである。地山の傾斜ラインは東に行くに従い急激に上昇し、遺物の出土もほとんど見られなく

なった。このため東側は慎重工事とした。

② 位置指定道路下の下水管理設工事
雨水管と汚水管の2本があり、雨水管は平成14年 9月 21日 に、汚水管は9月 27日 に立会調査を実施し

た。やや離れた箇所で断面観察を適宜行なった。

雨水管 工事の掘削幅は0.7m、 深度は地表面下 l。3m～ 1.6mで あった。北側の箇所で、地表面下
0.55mで中世期の遺物包含層を検出した(断面h)。 この地点は前記の3月 26日確認調査の上坑状遺構

検出箇所に近接し、かつ検出の層準もほぼ同一である。このことから、付近一帯には中世期の遺構面

が広がることが予測される。いっぽう、南側では地表面直下の耕作上の下部に別の耕作上が続き、そ

の下は地山層となり、遺物包含層は見られなかった。

汚水管 工事の掘削深度は0.7m、 深度は1.3m～ 1.6mであった。L字状に屈曲する東端部では地
表面下0。3mで地山層が露出する。その後地山層のラインは西側に大きく傾斜し、屈曲部で円筒埴輪

多数のほか、古墳時代後期の上師器・須恵器が出土した。

o 出土遺物
① 確認調査土坑状遺構出土遺物
実測可能な土師器皿が 8点出上した。器形は、底部から曲線的に立ち上がる器形のもの (1～ 5)、

底部と保部の境で屈曲するもの (6～ 8)と がある。口縁端部を面取りし、外面は口縁部をヨコナデ、

底部はユビオサエまたはナデている。内面は口縁部

ヨコナデ、底部はナデによって仕上げている。色調

は基本的に全て黄橙色である。口径は8.0～ 9.4cm、

器高は1.0～ 1.5cmである。12世紀後半に位置付けら

オ化る。

② A地区土坑状遺構出土遺物
実測可能な土師器皿 4点、瓦器坑3点が出土した。

土師器皿(9～ 12)上記遺構と同様、土師器皿は底部か

ら曲線的に立ち上がる器形のもの (9・ 12)、 底部

と体部の境で屈曲するもの (10。 11)と がある。口

縁端部を面取りし、クト面は体部をヨコナデ、底部はユ

く理墓垂∃こここン″
1

3

4
0
1

5

6

7

8
10cm
t
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第 3図 確認調査土坑状遺橋出土遺物実測図



ビオサエまたはナデ仕伽た ある。

揃 は蹴 Lヨコナデ、底部ナデによ

って仕上げている。色調は全て責橙

色である。 9は、口径は8.Ocm、 器

高1.lcm。 10は口径8.4cm、 器高

1.lcmo llは 口径 11.4cm、 器高

1.4cm。 12は口径 ll.6cm、 器高
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で器高1.7cm前後の2規格に分けら
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第 4図 A地区土坑状遺構出土遺物実測図

る。

瓦器塊(13～15)和泉型(13)と 大和型(14。 15)がある。13はハの字形を呈す。外面にユビオサエが残

り、内面はまばらに渦巻状暗文が施される。口径10.Ocm o 14も ハの字形を呈し、口縁部内面に段を

持つ。内外面ともに暗文が施される。口径11.6cm。 15は、浅い塊形を呈し口縁部に段をもつ。外面

は外部上半に暗文を施し、下半はユビオサエが残存する。内面は比較的密な渦巻状の暗文が施され

る。口径 13.6cm。 3点 とも13世紀に位置付けられる。

③ 各遺物包含層出土遺物 (第 5図 )
確認調査や擁壁工事立会調査で出土した遺物で、遺構に伴わない遺物を一括して下記に報告する。

須恵器 (16)丸い器形で口縁端部に面をもつ塊である。口縁部は回転ナデ、体部にカキメを施した後、

体部下半を手持ちでケズリを行っている。 5世紀後半に属する。4月 18日の確認調査で出土。

瓦器 (17) ゆるやかに立ち上がる小皿。口径9.4cm、 器高1.7cm。 内タト面ともナデ調整である。3月

26日確認調査東 トレンチ内出土。

土師器 (18～21) 18は 口縁端部を強くナデることによって面をもつ皿である。外面はナデ、内

面もヨコナデによって仕上げている。口径ll.6cm。 3月 26日確認調査西 トレンチ内出土。19。 201よ甕

である。19はやや外反して口縁部が立ち上がる。内外面ともにナデ調整である。口径が23.Ocmo C

地区出上である。A地区出土。20は顎部から緩やかな屈曲を持って外反する。口縁端部に面をもつ。

体部外面上半は斜め方向のハケメ (10条 /cm)、 口縁部内面はユビオサエが残るが横方向のハケメ

(8条/cm)、 体部内面は横方向のイタナデを施す。口径28.Ocm o C地 区出土である。21は羽釜で口

径28.Ocm。 口縁端部を内側に折り返す。大和型である。外面はナデ、内面はハケを施す。外面に煤

が付着する。13世紀後半～14世紀初頭に属する。3月 26日 確認調査西トレンチ内出土。

埴輪 (22～31) 埴輪はA地区 (22・ 27・ 29)、 C地区(24・ 25。 28。 30・ 31)、 D地区(23・ 26)で出土

した。色調は橙色、浅黄橙色を呈する。22は口縁部で、内外面ともにヨコハケ (8条/cm)を施す。

23は 口縁部で、外面に斜め方向のハケ (6条/cm)、 内面にイタナデを施す。24は幅の広い低いタガ

をめぐらす。外面は斜め方向のハケ (10条/cm)、 内面はナデを施す。25は円形の透かし了しの下にタ

ガがめぐる。内面は横方向のナデ仕上げである。26は低いやや幅の広いタガをめぐらす。内面は横

方向のナデ仕上げである。27は内外面とも摩減のため調整不明である。28は外面に10条 /cmの斜め方

向のハケを施す。内面は摩滅のため不明である。301よ外面をタテハケ(8条/cm)で、内面に縦方向の

ユビナデを施す。31は外面にタテハケを内面にナデを施す。

土製品 (32) 陶器を再加工したと考えられる土製円盤である。タト面をハケ (11条 /cm)、 内面を
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第5図 各遺物包含層出土遺物実測図
ナデで仕上げている。C地区で出土。

瓦(33・ 34)と もに平瓦で33は凸面にタタキのちイタナデを施し、凹面に (4本/cm)の布目の圧痕
を残す。凸面はよくいぶされているのに反して、凹面は荒れている。布目の密度からは古い様相を

示すが、胎土的には新しい様相を示す。34は凸面、凹面ともにイタナデを施す。一部に煤が付着し

ており、2次焼成を受けている。ともにD地区出上である。

④ 下水管埋設工事出土遺物(第 6図 )
雨水管・汚水管の工事で出土した遺物を下記に報告する。

上師器 皿 (35。 36)35は内タト面とも口縁部ヨコナデ、底部ナデで仕上げる。口径6.8cm。 36は外
面を2段ナデ、内面を口縁部ヨコナデ、底部をナデにより仕上げる。口径7.6cm、 器高1.Ocm。 35。 36

とも汚水管工事出土。高杯 (37・ 39)37は脚部で内外面ともナデ、内面にしぼり痕が残る。39は椀

形の杯部で口縁端部を丸く仕上げる。口径13.Ocm。 2′点とも橙色を呈する。ともに雨水管工事出土。

把手 (38) 鍋の把手で、先端が欠けている。橙色を呈する。

須恵器 (40)高杯の脚部で段を持ち、段上部に凹線をめぐらす。底径14.8cm。 雨水管工事出土。

平瓦 (41)凸面は工具によるナデ、凹面はナデ。厚さ2.4cm。 汚水管工事出土。

陶器(42)甕の底部。外面に縦方向の粗いハケを施し、底部付近はヨコナデで仕上げる。内面に輪

積み痕が残る。底径は約29,4cm。
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第 6図 下水管埋設工事出土遺物

埴輪 (43～52) 43は朝顔形埴輪、それ以外は円筒埴輪である。43は朝顔形埴輪の頸部である。

44は円形の透かし穴をもつ。外面に縦方向のハケ (9条/cm)、 内面に横方向のハケ (7条/cm)を施

す。46は底部径9.lcm。 上下を指で強くなでることによって作り出した低いタガが1段めぐる。その上

に形態は不明だが透かし穴を外側から内側に穿つ。縦方向のハケ (6条/cm)のち横方向のハケ (18

条/cm)である。工具を強く当てたためできた縦の条線が多く残る。48は浅いタガをもつ。拇は外

面縦方向のハケ (ll条 /cm)、 内面横、斜め方向のハケ (9条/cm)、 を施す。50は外面斜め方向のハ

ケ (9条 /cm)、 内面縦、斜め方向のハケ (7条/cm)を施す。橙色を呈す。51は外面縦方向のハケ

(6条 /cm)、 内面は板状工具によるナデで仕上げる。52はタト面をハケ、内面を板状工具によるナデで

仕上げる。43・ 型・48～50・ 52は雨水管工事出土。45～ 47・ 51は汚水管工事出土。

‖
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5)ま とめ

今回の調査では、宅地造成工事期間中の立会調査の中で、多くの制約を伴ったが、段 Iを 中心と

した平坦面の状況を類推できる資料を得ることができた。今回の新たな知見をまとめておきたい。

(1)鎌倉時代の上坑状遺構を確認調査と擁壁工事A地区の西端の2ケ所で確認した。これらの位置

関係から段 I平坦面の中央やや西寄りに該期の遺構面が広がることが推定される。ただし、D地区

の上層の状況から、南側への広がりは不明である。

(2)C地区段Ⅱの中央西側で遺物集中箇所を検出した。前記したように遺物を含む層がプライマ

リーな状態を示すものかどうかは不詳である。B地区の客土層のように包含層ごと再堆積した可能

性も否定できず、周辺の調査例を倹って考えていきたい。

(3)B地区の客土層は現況の里道ないし以前の里道の築造に伴うものと推定されるが、逆にいえ
ば築造以前において当該地が凹地になっていたことを示唆する。またD地区崖面の地山層の急激な

傾斜は自然地形の反映とも見られ、C地区の遺物集中箇所と併せ、北東から南西へ流下する小規模

な溺れ谷が存在した可能性がある。

(o 下水管工事箇所で、円筒埴輪が集中して出土する地点を確認した。第2次調査においても盛
土層や近世前半整地土層から円筒埴輪が出土している。またC地区にも同様の遺物集中箇所があり、

今回の調査地付近に古墳が築造されていたと推定される。古墳は水走氏の居館築造時に破壊を受け

たことが示唆される。

【参考文献】・東大阪市教育委員会「第2章 水走氏館跡第2次発掘調査」(『東大阪市埋蔵文化財発
掘調査概報平̈成13年度―』2002年。)
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-79-

D地区東壁
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土師器皿 (3・ 5・ 8)、 陶器奏 (42)、 円筒埴輪 (46)
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土師器皿 (1・ 2・ 4・ 6。 7)

土師器皿 (9～ 12)、 瓦器娩 (13～ 15)
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24

円筒埴輪 (22～ 31)、 土製品 (32)
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土師器皿 (35・ 36)、 高郭 (37・ 39)、 把手 (38)、 平瓦 (41)
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円筒埴輸 (43～45'47～52)



第 7章 友井東遺跡第5次発掘調査報告
1)は じめに

友井東遺跡は、東大阪市金物町・友井5丁 目に広がる弥生～古墳時代の集落遺跡である。東大阪市

西部の南東隅に位置し、遺跡の東側と南側は八尾市に隣接している。遺跡の範囲は東西、南北とも約

350mである。遺跡は旧大和川ないしその先行河川が形成する自然堤防や微高地に立地するものと考

えられ、現在の標高で約5m前後を測る。

平成14年 4月、東大阪市金物町3‐5番地において、事務所ビル建設に伴う「埋蔵文化財の届出」が

一般営利企業から提出された。当該工事には基礎杭の打設工事が含まれていたため、東大阪市教育

委員会は事前の確認調査が必要な旨、届出者に通知した。確認調査を平成14年 5月 1日 に実施したと

ころ、現地表面下1.8mで弥生時代後期の遺物包含層を検出した。直ちにその取扱いについて、東大

阪市教育委員会と届出者は協議に入り、工事実施により埋蔵文化財が破壊される範囲の精査を行な

った。その結果、地中梁の深度は遺物包含層の上面に達せず、5mピ ッチで打設される基礎抗のみが

支障を来たすことが判明した。また基礎杭は細く、その総面積は工事面積の5%以下であるため、申

請地での埋蔵文化財の状況を把握する目的の調査を実施することで事業者の協力を得た。調査は、

平成14年 5月 14日 ・15日 の2日 間実施した。

2)友井東遺跡の調査

友井東遺跡は、昭和38年金物団地内での浄水場掘削工事に際して、その排土から後期の弥生土器、

古墳時代中期～後期の土師器・須恵器が出上したことから周知されるようになった。その後、昭和

48～ 57年に近畿自動車道建設に伴う試掘・発掘調査が財団法人大阪府文化財センター(現、以下「セ

ンター」と略す)によって行なわれた以タト調査例はなく、遺跡の動態や様相は不明の点が多く存する

まま今日に至っている。なお、センター実施分の調査成果との突合せは、後項で行ないたい。

【文献】a.荻田昭次「東大阪市友井東遺跡」(F河内考古学』l号、1968年。)

b.財団法人大阪文化財センター『近畿自動車道吹田～松原線建設予定地内亀井遺跡他2遺跡

第 1次発掘調査報告』、1974年。

c.大阪府教育委員会・財団法人大阪文化財センター『友井東(その1)』、1984年。

d。大阪府教育委員会・財団法人大阪文化財センター『友井東(その2)』、1983年。

第 1表 友井東遺跡の調査一覧表
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事 業 名 調 査 期 間 調査面積 調 査 地 文献 備  考

1 排水場掘削工事 昭和38年 金物団地内 推定箇所を第 1図に出。

2
近畿自動車道建設に伴う

範囲確認調査
昭和48年度 (中央環状線内) b

センターでは「第1次
発掘調査」とす

つ
０
近畿自動車道建設に伴う

発掘調査

昭和54年6月 1日～

昭和56年 12月 20日
4882だ (中央環状線内) 「友井東(その1)」

近畿自動車道建設に伴う

範囲確認調査

昭和57年6月 15日 ～

昭和58年5月 31日
1325コ苫 (中央環状線内) d 「友井東(その1)」

5
事務所ビル建設に伴

う確認調査
平成呻 月14日・15日 315∬ 金物町3-5番地 本籍



'  1」
1~

す
ア，
４

，

募
　
の
　
次

吐一誕

驚

ё

　

　

　

　

　

　

全

　

　

ヽ
一

幹
が
工十駒
韓
譲
瀦
饉串
考

第 1図 調査地位置図

3)調査の概要
調査は基礎杭の通りの脇に実施することとし、南北 トレンチをAト

レンチ(2m× 9m)、 東西 トレンチ(3m× 4.5m)と仮称した。調査面積は

31.5だ となる。Aト レンチを5月 14日 、Bト レンチを5月 15日 に分け

て実施したため、接続部を部分的に重複させて実施した。

① 層位
まず、調査で確認した層序は以下のとおりである。(盛土は除く。)

第1層 旧耕土層である。Aト レンチでは2層に分層できた。lA
層は5B4/1暗青灰色粘土、lB層 は5BG5/1青灰色粘質砂で、その下

部はシルト質粘土となっていた。

第2層 2.5Y6/1黄灰色細粒砂混じり粘土。マンガンの沈着が著し

い。耕作土と考えられる。弥生～古墳時代の遺物を少量含む。Bト レ

ンチではこの層の下面に、第3層 を切 り込む形で、第2層 と第3層の

混合土が見られた。これを第2L層 とした。断面観察では溝状を呈す

る。第3層の所見から、第3層の上面が凹地を呈していたところに流

下 。堆積したことが考えられる。

一
‐

‐

‐

！

‘

一

Aト レンチ
(2m× 9m)

0   2   4m

』

第3層 盈5YR4/1褐灰色粘土。古墳時代初頭～飛鳥時代の遣物包含層。Bト レンチでは下面で、第
4層 を主体に第3層がブロック状に混入する層が見られた。これを第3L層 とする。第3下層は自然

流路の堆積土と考えられる。

第 2図 調査 トレンチ図

Bト レンチ
(3m× 45m)
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第 4層 10G5/1緑灰色極細粒砂～中粒砂。上面はAト レンチ検出遺構の遺構面をなす。Bト レン

チでは層厚70cm以上を確認している。

② Aト レンチ

Aト レンチの南端では、旧建物の損壊が少なく、旧耕土層以下の層序を確認することができた。 ト

レンチ南端部第4層上面で、ピットを4基検出した。SPlは現存長で60cm、 深さ30cmを 測る。SP2

は現存長で長径80cm、 短径60cm、 深さ10cm以上を測る。SPlと 切り合うが、

埋土の差はほとんどなく、SPlと 一体のものとして捉えられる可能性がある。

SP3は現存長で長径85cm、 短径55cm、 深さ33cmを 測る。SP41ま現存長で長

径90cm、 短径50cm、 深さ26cmを測る。ピットの埋土はいずれもN4/灰色粘

上であった。平面形は円形ないし楕円形を呈するものと考えられる。SP4の

北側では、第3層から遺物が集中して出土しており、下面に何らかの遺構が

存在した可能性が指摘できる。ピット内の遺物は庄内式上器の細片のみで混

入品は認められなかった。このことからピットは古墳時代初頭の所産と措定

しておきたい。ピットはベース面の状況と埋土の観察から、柱穴等とは考え

られず、小土坑状の形態をもつものである。なお、Aト レンチ北側では第4

層上面で湧水点に達しており、遺構面精査は困難な状況であった。南側でピッ

ト群を検出し、所期の目的は達成されたため北側の調査は断念した。

第3層での遺物包含は濃密で、2日 間の調査で出土したコンテナ2箱の遺物

のうち、ほとんどはAト レンチで出たものであった。

③ Bト レンチ

Bト レンチでも遺物包含層である第3層 (褐灰色粘土層)を確認した。しかし、

遺物の包含は稀薄で少量にとどまった。

Bト レンチでは、まず第4層の堆積後南北に流下する自然流路(第3L層 )が走

り、しばらくあって第3層が堆積したものと考えられる。自然流路の上部は

第3層上面のレベルが凹面を呈していたため、第3層を切り込む形で第2L層が

GL

|

|

1lm

5B4/1暗青灰色粘土
5BG5/1青灰色粘土中粒砂
2.5Y6/1責灰色細粒砂混じり粘土
75YR4/1褐灰色粘土
10G5/1緑 灰色極細粒砂～中粒砂

纂4層を室縛宴:書恭ブロック状に混入する層

第 4図 調査地断面図

第 3図 Aトレンチ
遺構平面図

Ａ

Ｂ

　

　

　

２

３
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嵌入したことが推定できる。またベース層となる第4層は遺跡周辺での調査成果から庄内式期を大き

く遡るものとは考えにくく、第3L層 の堆積時期は庄内式期前後とみるのが妥当と思われる。

41 出土遺物  第 5図に図示した遺物は、すべてAト レンチの第3層出土遺物である。
壷(1～ 3)1は 口縁端部のみを欠く小型丸底壷である。口縁部は短くやや外上方気味に立ち上が
る。体部はわずかに横長の球形を呈す。外面はハケ、内面はイタ状工具による調整である。全体的に

剥離している。口径60cm、 器高路cmを測る。色調は外面橙色 (猜YR6/6)、 内面暗灰色 (N3/)
を呈する。 2は、広口壷の口縁部である。内外面ともナデで仕上げる。口径16.Ocmを測る。色調は

外面橙色 (5YR6/6)、 内面明赤褐色 (5YR5/6)を 呈する。 3は長頸壷、もしくは短顕壷の
口縁部である。口縁端部に面をもつ。外面は摩減のため調整は不明であり、内面はイタナデで仕上

げている。口径14.Ocmを 測る。色調は橙色 (7.5YR 7/6)を 呈する。

奏 (4・ 5) 4は 顎部が大きく「く」の字に屈曲し、直線的に外上方に広がる口縁部をもつ。
最大径が上部に位置する。タト面をイタナデ、一部ミガキ、内面を斜め下から上方向のケズリで仕上

げる。鉄分が付着し、剥離が著しい。口径17.6cmを 測る。色調は外面にぶい黄褐色 (10YR 5/4)、

内面にぶい黄橙色 (10YR 7/2)を 呈する。 5は外反する口縁部で、内外面ともナデ調整をする。摩
減が著しい。口径20.Ocmを測る。色調は灰白色 (2.5YR 8/1)を 呈する。

鉢 (6～ 8) 6は ほぼ完形で、坑形を呈し、平底をもつ。不整形であるが、口縁直下を強くな
でることによって口縁端部がやや外反しつつ先端部が尖る。外面は細かいハケ (18条/cm)、 内面は

粗いハケ (4条/cm)を 施す。口径10～ ll.2cm、 器高5.0～ 5,5cm、 底径3.Ocmを測る。色調は外面に
ぶい橙色(7.5YR 7/4)、 内面橙色 (7.5YR 6/6)を 呈する。 7は口縁に向かって直線的に外反し、
口縁部先端は細くなる。底部は上げ底気味である。外面はイタナデ、内面は粗いハケ (2～ 3条/cm)
を施す。口径14.4cm、 器高5。6cm、 底径4.2cmを測る。色調は外面灰黄(2.5YR 7/2)、 内面灰黄褐色

(10YR 6/2)を 呈する。 8はわずかに外上方に広がる有段の口縁をもち、体部下半は九みをもつ器
形である。外面はナデ後ミガキで仕上げる。内面は口縁部に浅い沈線を施し、段の内面はナデ、下

第 5図 出土遺物実測図
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半部は付着物のため調整は不明である。口径17.Ocmである。色調は黄灰色(2.5YR6/1)を 呈する。

高郭 (9～ 13)9は婉形の郭部と湾曲しながら裾に広がる脚部をもつ。外面はハケメ (12条 /cm)、

脚部内面に絞り痕が残る。色調は橙色(5YR6/6)を 呈する。10は 口縁先端部が尖る直線的に立ち

上がる口縁部である。内外面とも板状正具により調整している。口径18.Ocmを 測る。色調は橙色(5

YR7/6)を呈する。11～ 13は脚部の破片である。11の調整は内タト面とも摩滅のため不明である。色調

は浅黄橙色(7.5YR 8/3)を呈する。12は外面をミガキ、内面は摩減のため調整不明である。剥離が

著しい。色調は灰白色(10YR 8/2)を呈する。13は個数は不明だが脚部に円孔をもつ。外面に細かい

ハケ、内面にイタナデを施す。上面に杯部と接合しやすくするためか放射状の筋を施す。色調は浅

責橙色(7.5YR 7/4)を呈する。

底部 (14～ 17) 14は鉢か壺の下半部で丸底である。底部外面が小さくくぼむ。外面は左下がり

のタタキ (3条 /cm)、 内面はハケを施す。底部外面にまでタタキを施す。色調は外面橙色 (5YR6/

6)、 内面灰褐色 (5YR5/2)を 呈する。15は平底。外面はハケ、内面は細かいハケ (15条/cm)
を施す。底径44cm。 色調は灰白色(10YR 8/2)を 呈する。16は底部輪台技法により、貼 り付けた底

部部分が剥離している。底径3.Ocm。 外面はイタナデ。内面は蜂の巣状のハケを施す。色調は外面浅

黄橙色(10YR 8/3)、 内面明黄褐色 (10YR 6/6)を 呈する。17は丸底。外面はイタナデ、内面はハ

ケを施す。外面に黒斑あり。色調は外面灰白色(5YR8/2)、 内面にぶい橙色 (5YR7/4)を 呈
する。

須恵器 (18・ 19) 18は郭蓋で口径18.Ocmを 測る。内外面とも回転ロクロナデで仕上げる。酸化

により外面が赤褐色になっている。色調はタト面赤褐色 (lCIYR 4/4)、 内面にぶい橙色 鬱δ阻 6/3)。

19は杯身。浅い合部でほぼ水平にのびる受部をもち、口縁先端部はやや尖る。内外面ともロクロナデ

を施す。色調は灰白色 (5YR8/1)を 呈する。
おおむね、土師器は庄内式期後半から布留式期に、須恵器は7世紀に属すると考えられる。

5)ま とめ

今回の調査範囲は極めて限定されたものであったが、従来不詳であった遺跡の動態・様相に新たな

知見を加えることができた。まず、古墳時代初頭に遡る可能性がある遺構を検出した。第4層上面は

Aト レンチで現地表下-2.Om前後を測り、友井東遺跡での従前の確認調査では、あまり埋蔵文化財が

発見されていないことから、今回の申請地付近では自然堤防上の微高地が形成されていたことが考

えられる。恐らく島状に微高地が点在し、そこに住居が営まれていたのではないだろうか。遺物は

前記のように第3層から古墳時代初頭～飛鳥時代の上器が出上した。第3層は第3次調査 〔『友井東(そ

の1)』 (第 1表の文献c)〕 の基本層序では第V層に相当すると考えられる。また、古墳時代中期～後期

の掘立柱建物が第3次調査の北端部で検出されている。第3次調査地から今回の調査地は北西へ約120m

の地点となり、この間に該期の集落跡が遺存している可能性が考えられよう。

金物団地内は友井東遺跡内に所在するが、過去の確認(試掘)調査で遺物包含層が検出されたことが

なかった。これは、①友井東の弥生～古墳期集落の規模が限定されると考えられること、②現地表面

から浅い層位で遣物包含層が検出されるため金物団地造成時に削平を受けたと考えられること、によ

るものと推祭される。ただ、今回は造成時から今日まで建替えが行なわれなかったことにより、遺物

包含層の遺存状態が良好であったものと考えられる。従って、調査地で再び遺物包含層が確認される

ケースは多くはないと思われるが、団地内での諸工事に伴い今後事前の調査を重ね、集落の様相を解

明していく必要がある。最後に、今回の調査地は友井東遺跡のほぼ北端部に位置し、第3層の広がり

からみて、本遺跡の範囲を北方及び西方に拡大するする必要が痛感される。
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調査前の状況

Aト レンチ遺構検出状況 (南より)
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Aト レンチ遺構掘削後状況 (南より)
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Aト レンチ第 3層内土師器壷出土状況

Aト レンチ南壁～西壁

Bト レンチ】ヒ壁
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Aト レンチ第3層 出土土師器壺 (1)、 鉢 (6～ 8)、 底部
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Aト レンチ第 3層出土土師器壷 (2・ 3)、 甕 (4・ 5)、 高郭 (9・ 10)、 須恵器郭蓋 (18)、 郭身 (19)

(11～ 13)、 底部 (15～ 17)
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Aト レンチ第 3層出土土師器高郭
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